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ボ ン ト ッ ク 族 の 通 過 儀 礼

- 動 物 範 噂 の パ ロ - ル と し て -

合 田 清*

RitesofPassageoftheRontoklgorot:AParoloftheAnimal Category

TohGoDA

Theaimsofthispaperaretopresentsomefielddataontheritesofpassageofthe

BontoklgorotofnorthernLuzonandtoglVeaStructuralanalysisoftheseritualper-

formances. IJivingspaceortheBontokisclassi丘edintosuchcategoriesashouselresiden-

tialplace,terraceGeld,forestandsoonbasedontherelativedegreeofinside/Outside

opposition･ ThesameprlnCipleofclassificationseemstobeappliedtotheanimal-plant

categoriesandcookingcategoriesaswellasthecategoriesofsocio-religiousactlVlty･

Theritualprocessorritesofpassageisnothingbutatransformationalprocessofthe

categoryofhumanbeing. Thissymbolictransformationisrealizedbyuslngmany

classiGedsymbolssuchasanimal,plant,livingspaceandambiguousboundary･ Killing

(headhunting,sacriGce,harvesting)andcookingareagentsoftransformationwhichact

oncategoriesofthreelevelsofcreaturessuchasmen,animalsandriceplants･ Among

theBontoklritualperformanceisaparolofthesymbolicclassi点CationoftheirworldJand

ritualprocessisorderedbytheirfundamentalclassはcationsystemsandrestrictedagents
ortransformation.
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Fig.2 StructurcofWcddingCcremolly
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Ⅰ 問 題 の 所 在

親族名称や色彩語費 U)分析から,LLJl発した,いわゆる民俗分類 (folk taxonomy) U〕研究は新

民族誌学 (New Ethnography)として動植物や疾病の民俗分類, 宗教観念や世界観U)分析にま

でその研究領域を拡大 しつ-)ある(⊃

この方法は科学的な分析概念 も含めて,研究者の属する又化に内在する分類拭準 を 相 対化

し,対象社会U)認識 ･分類体系をかれ らの規範や行動様式, とりわけ言語体系を 手掛 りとして

把捉するための方法論を徹底的に精密化してきたことで人きく調川市されねばならないだろうO

にもかかわらず,われわれが現実の社会過程に直面するとき,静的な分類体系では扱いきれ

ない部分の存することも否定できない｡

マニングとファプレガ (MANNING& FABREGA 1976.p.44)も指摘 しているように, コンテ

クス トが異なれば別の分類体系が形成されうるし,分類体系o)偶々の項は別の休系では異なっ

た意味を担いうるのである｡1)

こうしたカテゴリーの多義性は,ファン ･ジュネップによって通過儀礼と名づけられた諸儀

礼を考察する場合にも環要な問題を提示する｡ なぜなら,人間はその一生を通 じて,時間的に

も空間的にも,さらに社会的 ･儀礼的諸範暗においても最 も劇的に変換する存在であり,け一一

して静的な分類範晴ojl項目にとどまってはいないという点で,他の事物に比べ際立っている

からである｡2)

1) MANNINGP･E.& FABREGA,H.Jr.1976."FieldworkandtheNewEthnography,"Man,Vol.H,No.1,
pp.39-52.

2)例えば CoNKLIN,H.C.1964."EthnogeneologicalMethod,"inW.Goodenough (ed.)Explolalion∫in

CulturalAnlhropologJ,New York:McGraw-HillBookCo.,pp.25-55. や FF.RNANDEZ,∫.W.1971.
"Persuasiol-SandPerrormences:ortheBeastinEverybody-･AndtheMetaphorsorEveryman,〟
inGeerz,C.(ed･)M)･ih,SymbolandCulture,NewYork:Norton&Co.,pp.39-60 などで異なった
コンテクスト閲の比愉関係として検討されている｡

556



合田:ボントック族の通過儀礼

人鰍 ii'･が 人肌U):口舌を研究対象 とす る以 L,認識体系が現実 uj社会過程を秩序づけるそujか

かわ り方が問題 とされねばな らない｡そ うだ とすれ ば,人間の範晴上の変換を表象す る通過儀

礼は この両者ojF拙系を考察す る格好U)材料 とな るであろう｡ これが本稿で通過儀礼を取 り_ロブ

る稚 由であるし,

人間ujii.･'6時区分は,隼物種や裾 舌Jノ紺 ju)分類,料漸 去や動物棋蟻 の分類 とどのように闘速 し

てい るU_)であろ うか｡-

こうした如拙 二対す る 一･･-)U)hJl答は リーチによる動物範鵬, 可食性, および婚姻のタブーの

研究であ ー)た とい うことがで きよ う (LEACr王1964.pp.23-63)03)

′筆者はかつて リーチおよび レヴ r･ス ト｡-スし引薄遇分析 に依拠 L/,-), 北 ルソンU)ボン ト

ック蟻における侶 附義礼/L･T･･掛 りとして/L'.溝･･J紺 j,動柄物分団, 食物 と料理法U)'jf知fj:どの放

つかU)分類休 葉が柚 II'.に比愉闇係に在ることを論 じた (合冊 1977-a. pp.23--44)｡4)/本稿は拙

辛,T.･,A(1977-a)U)続編 として, 人肌叫 跳 ぶ十.U)変換 とい う観 点か ら通過儀礼を分折 して ゆ くO 木

稿の課題 は諸 要 素 が 連 続 的に継 起 す る儀 礼 U)続 辞論 と,種 々レ)コンテ クス トを統 合す る変

換 (transformation) 拙 論冊を明 らかにす ることで あるo

L記U)F廿乱Li･';誠 に沿 -,た研究 は ド,.ノヤア(I)WYER1976.)によるニ ューギニ ア高地U)ロブ ー',イ

フ ォ族における昆虫や ･詔 的 )範晴上U)変換 と屠住 空間や可食性 uj阻 係 5〕あ るいはマ -/クナイ ト

(McKNIGHT 1975.pp.77-98) によるオース トラ リア ･ウ ィクム ンカン旋o)通過儀礼 とタブー

の分析な ど数 多く展開 されてい る｡6) やや繁雑 にな るが, 問 題の所在を明 らかにす るために最

近C/j研究か ら筆者U)問題意識 に近い論文を二つ紹介 して おこう()

第 1は リーチによるア ンダマ ン.祝 ttcj)神 話 と 儀 礼 の 再分析である (LEAC:H 1971.pp.22

-48)07)

ア ンダマ ン島民 に聞す る ラ ドク リフ ･ブ ラウンU)優れた艮臨 志を 再分析 した リーチは,構造

主義者 として0)自らUバ再,,Lj･を次o)ように説明す る｡ すなわち ｢構造主義者 は一一弓如 )神話や儀礼

るo この点 , ドラマU)構成 に類似 してい る〔)-調死者が興味を持つのは主 として ドラマが上椀

3)LF.ACH,E.R.1964."AnthropologicalAspectofLanguage:An imalCategoriesandVerbalAbuse,"
inE.H.Lennerberg(ed.)NeTuDirecfiorwintheStud),ofLanguage,pp.23-63.

4)合冊 橘 1977'､.rボントソクJfJiのムラ空間と動物御 削 『′仁文学報』123号,東京都丑大学人文学部,

pp･23-44･

5)DwYJiR,P･D･1976･"Beetles,ButterfliesandBats･･SpeciesTransrormatiol,On aNew GuineaFolk

Classification,…()ceania,Vol･XLVI,pp1188-205.

6)McKNtGITT,D.1975."Men,Women,andOtherAn imals:TabooandPurificationamongtheWik-

mungkan,"inWillies,R.(ed.)TheInterpretationofsymbolism,MalabyPress,Lolldon:pp･77-98･

7)LÊCrr,E.R.1971･"̀kimil'ACategoryorAndamanescThought,"StructuralA77al),∫i∫ofOmlTradilio'7,

UnivcrsityorPennsylvaniaPress,Philadelphia,pp.22-48.
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され,その結果全休的パターンレ)lIlに!I:.起する変推 (transformation) である｡ ドラマとして

の一つの儀礼と他U刃義礼,あるいは神話刷 上問にどU)ように変換過程が作用し,主題の-･適oj

変差が杜み吊されるかという古に 興 味 を持つU)である｣(ibid.p.23)O か く して リーチは,

--つ の儀礼U)内相 ㈲戊肋 判でかりでな く,校数o)儀礼や神話uj.渚変差が窓,捌 勺なものでなく,

しようと試みている｡いうまでもなく, このことは神話や儀礼の諸変差を秩序づける基底的な

世界観の存在を前提 としている｡

リーチは先づアンダマン島民における kimiloj概念を問題とする｡kimilという語は,(1)鶴

い, (2)病気o_)状態, (3)嵐, (4)雨期の終 りから乾期の始まるまで, 8月から11月までの約

2カ月半の熱帯モンスーンが襲い易い時期, (5)成人式を実修申,あるいは最近この儀礼を終

えた古年男女, (6)ある種の食物を摂収 したときに佃人が服する禁忌の状態などを意味すると

いう多義性を持っている｡ こうした多義軌に内在する秩序をリ-チは動物範嶋と禁忌という側

面から明 らかにしてゆ くのである (ibid.p.22).

アンダマン島民はかれ らの世界を天空 (樹上),地上,海中の 3世界に区分しているという｡

天空には牝,煤,昆虫, 烏などが,地上には人間,豚,鼠などが,そして海中には魚や亀が分

類される｡これに対 し,幾つかの動物が成長段階や捕食活動によって複数の範暗闘を移行し,

両義的 (多義的)存在 として神話や儀礼上特異な位置を占めている｡これらの動物は神話や儀

礼の主要な構成要素となり,食物禁忌や儀礼的供犠の対象となっている｡例えば人 漸蚊 は樹

上,地上,水中のいずれにも棲むことが可能であり,静的な範晴区分上を自廿日こ移行すること

ができる｡鷹番猫 も地上と樹上を容易に往復 しうる存在である｡ か くてアンダマン島民の神話

の多 くで,大師場は人間の始祖であると同時 に鳥や魚を含むすべての動物の祖先として,また

贋香猪はその妻として言及されている｡

同様に蝉は樹上の昆虫でありながら幼虫段階を地上または地中で過ごす点で両義的な存在で

ある (ibid.pp.28129)｡

リーチは神話上,蝉が殺されたり鳴声が妨げられたりすると大洪水または永遠の暗黒が訪れ

るとされることの構造的意味を蝉の両義性から説明するoすなわち,蝉は (1)硯 と夕方,つま

り夜と昼U:j境界で鳴く, (2)成虫は糊ぶこと,樹Lで肘舌することか ら天空U)範時に合まれる

が幼虫は軋 Lで‡日吉する, (3)蝉殺 しや鳴声を妨げることは日常は禁忌 とされるが,幼虫は雨

lfJJu)終 りに始まる kimil捌 三溝圧二だけは杜で捕食される｡虹や亀はそU)/晶千形態や成長投階に

おいて陸上と侮中の双方を移行する両義性を有している｡蜂蜜は蝉の幼虫とともに生で食べ ら

れるという点で他の食物と異なり,通常食用とされない樹上の生物という点で両義的である｡

これ らの生物も神話 ･儀礼などにおいて禁忌 とされる｡

TJ'ン'/~､′ン鳥以上二と-'て搬出には宏畜E封 ､ないけれどと貢帖計上豚は原初, 日,輿,LJ,11●/i･
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欠 く原始的な家畜として表象されている｡頂初の時代に始祖 とされる烏が豚oj蘭 こ穴を穿つと

山部は森に駆 け込んで野豚となり,他は海に飛び込んで儒艮 (ジュゴン)になったという｡ か

くして野豚は植付)吐物でありなが ら,(家畜)/野獣という潜在rJ引哀分にとって両義的な存在と

して説明されるo fJ.,E.言良 もまた,淘中に棲む晒乳類であること,神話 卜,豚が始祖とされること

などから,食物禁忌U)一･･覧表に合まれる両義的存在 となる｡

リーチは 信己U)諸範噂を次のように整理している (ibid.pp.30-32)(図 1)0
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図I kimilの構造

神話によると,鳩初,人間の始祖と動物とは一つのものであり,それを大師蟻が火で焼いた

り,海に投げたりすることで人間とそれ以外の動物が生まれるのである｡ 蝉殺 しによる大洪水

は頂初の混沌を示 し,儀礼的舞踊によって洪水がひき,季節と自然それぞれの3区分がもたら

される｡ こ0)区分に対応 して種々の食物が一連の諸範晴に区分されている.これ らuj食物種は

人間が日常生活において狩猟 ･漁扮 (い ずれ も弓で射る)によって吐物か ら死体へと,また料

理することで死体から食物へと変換 してゆ く｡

ところがこうした範噛区分に整理 しきれない両義的 (多義的)な動物,蝉,鶴,鷹番猫,大

師蛎,儒艮,蛙,蜂などの生物が多数存在 している｡ これ らの両義的動物は神 話上,あるいは

儀礼において殺されたり料理されたりして,範晴上の変換を表象するのである｡

か くて リーチはタブ一瓢 論によって kimilを両義的 状態 と規定するU)である (ibid. pp.33

-43)0

リーチの論考は [執い]状態U刃荷造的意味の分析を含めて,構造論的に示唆に富んだものと

いうことができる｡8)

しかしなが ら, リーチ0)論述には人間の範晴上の変換という視点が欠落 していることに注目

しなければならない ｡ 人間は他の動物以上に諸範噛つまり樹上,海 中-も移行 しうる存在であ

8)倉lli 勇 1977.r慣習論断童J皿 正牲 他監修 『社会人触挙年報 Vol･3』pp.2548番蝿u
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り,またそこか ら得 らjL･る食物を食べ るという点で静的な範噛区分を乱す存在であるO

リーチが この点を見逃 していることは,かれが製作 した kimilの構造図式の申で文化- 人間

とい う区分が他の分類体系 と無闇係に苫かれている点か らも明 らかである｡ しか し, この点で

ラ ドクリフ ･ブラウン (RADCRIFF･BROWN 1964.pp.88-106)の報吾が不充分だとい うわけで

はない｡ ラ ドクリフ ･ブラウンは成人儀礼において当初すべての両義的動物が禁忌 とされ るけ

れ ども,男子の成人儀礼ではとりわけ 3段階に分けて実修される動物供犠 と儀礼的共食が存在
することを指摘 している｡9)すなわち.ifFiHaの儀礼的漁扮 ,野豚の儀礼的狩猟 ,蜂蜜の儀礼的採

黒とい う3儀礼において,岨次,侮り･,陸上 肝 t･_a)廿･.物に対する食物禁忌が解 かれノるU)であ

るC)10)儀礼の過程は当初U)両義的動柚物に対す る禁忌,会話,睡眠の焚止など要す るに鋤 長日･.

U-)変換U)禁忌 に始まり,屠留地-洞-森林-樹卜という空間U)御 詣変換を矧llLて終了する,J

人間の成長段階にと一,て, こうした鋤 遠目･.U)変換は不 可欠であ り, この両者o)貌故的関連性が

冊題なU)である(1

同様の視点はアルカン ド (ARCAND 1978.pp.ト10) の報告･する南米 コロンビア東邦クイバ

歳の-rill:例 に も見出せ る｡11)

ここで詳述する余裕はないが, クイバ族では食 物 が, 粁しく湿潤/湿潤/乾燥/著 しく乾燥 と

い う四つ0)範噂のいずれかに属 し, 女煙の成長段階が, 月経 恥 思春期,汗',塵時/月 経 でない

ときU)女性,子供を持 った女性/女 児,妊娠中の女性/閉経jgl以降の女性, と区分され,食物の

湿潤兜による分類 と対応 しているとい う｡ クイバ族における初潮儀礼は,著 しく混潤な,すな

わち月経や出産などの危険な状態にある女性を安全な混潤の範鴫に変換することを表象する貌

徴的操作 とされるのである｡

範鴫区分の抽拙 ことどま らず,範時間の変換過程を動的に把握する研究は近年次第にその範

を増 しているが本稿では同様U)視点か らボン トック娠uj通過儀礼を分析 してゆ く｡ 本稿の課題

は範噛区分 と変換 とい う儀礼の統群論を検討す ることである｡

ⅠⅠ 調 査 地 の 概 況

本稿で取扱 うボン トック族は, フ ィリピン共 和国ルソン最北部両肘也帯U)マウンテン州を申

心 として属住する頂マライ系種族である｡ 人種的には矩頭･低身長で明褐色U)皮膚 と直色ある

いは軽波状仁を持 っているO言語音はアウス トロネシア語板 ･西オセアニア語派 に属 しているo

マウンテン州は面損約 5,000車 力ヰ ロメ- トル,約97,000人uJ人11を擁し, 人卜確 度は l車力●

9)RADCRtFF-BROWN,A.R･1922･T/]LZAndumanls/"TlEl-･Rep.1964,NewYol･k:TheFl･cePressor
Glencoc.

10)成人式とイニシエーション儀礼の区別については,M.R.ア レン (Ltl両 机芳訳)1978.『メラネシアの
秘儀とイニシエーション』弘文党,pp.6-9参照｡

ll)ARCANE),B･1978･"MakingLoveisLikeEatingHoneyorSweetFruit,jtCausesCavities:anEssay
onCuivaSymbolism,"il一E.SchwimmerI(cd.)T/ll,Yearbo,,kofS)･mbolicAnlhropolog)II,C.Hur.st
& Company,London,pp.ト10･
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キロメ- トルあた り20人弱であるOマウンテン州のボン トック族は ll)CentralBonlok(2)Talu-

bin(3)Barlig(4)1･ia∫(53K̀zdaklal10)5方言に分け られる. 人 ｢叩1密度は少机 ､が, 一日也の大部

分が急峻な山地であることか ら, 居住 日用巨な土地あた りの人口密度は相当に 高いといわなけれ

ばな らないOボン トノク族は--･凋J,(Lに鵠村形態をとり, ムラU)儀礼的 ･社会的紐帯 U)胤 J､ことが

指摘 される｡,また l村､1,11勾人目は約 1,200人を数え,北ルソン山地民の中では最も高い数値を

示 しているで

筆者は1974年か ら1976年 までの約10カ月間, マウンテン州ボン トック都 マ リコン村をベース

として周辺のギナアン村,サグ ンガ村, ブルワン村, マイニ ット村, トコカン村, ボン トック

町,サモキ村の 8カ村について社会人類学的野外調査を行なった｡同共JIFlr即恒こさらに約 1カ月

であったが,比較のためにボン トック郡の西のサガダ郡デマ ン村を中心 として同郡の10カ村を

廻 ることができた｡12) 同地域は首狩 り慣行,棚田耕作,動物供蟻,勲功集宴などいわゆる巨石

制に属する文化要素を共有 している｡

1977'l日こは, 7- 9月C,)2カ月間, ボン トソク郡か ら始まって, カ リンガ ･アパヤオ州のカ

リンガ族, イスネグ族, カガヤン州のイバナグ族などについて,広域比較調査を実施すること

がで きた013)

ー
〓
1.1
ノ
･
.II-
し
十
ー
--ソ

図 2 北ル ソ ン概略図

12)調査は文部省東南アジア諸闇派過鰍学姓として閏宜フィリピン大学大学院人類学科 に留 学 した1974-
1976年の2年間に行なった｡

13)この調査は盟潮文化の会 (会長 裾 日本樹,学術委創造 右吊栄吉東京都 立大学教授)の調査プロジェ
クトによって実施することができた｡
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本稿の土台 と1,i-万二資料は,主としてボント ′ク郡マ リコン札 ブルワン村,サグンガ村お

よびサガダ郎デマン村に薄か 11に得 られたもU)である (凶 2参照)0

ボン トック族のムラ-通常的な 面 接 関 係のもとで共住するひとびととo)地域的判 立は,過

常,一一一つまたは∴つ以上のやや小高い 聖樹の森 (PaPataJ,PaPalayan)10前 後 の 男 性 某 会 所

(?alo,dapaJ),周辺由林中に撞かれた聖屋 (bawl)の 3種類の聖地を有 し,政 治的,社会的,

儀礼的自律性を有している｡

拙稿 (1977-a)で既に論 じたU)で,詳述は避けるが,ボン トック族のムラは同心円状に敗つ

かの範暗に区分されている｡14)

すなわちムラ空間は,家屋/居住区/棚田/山林 という四つの範暗に区分され,それぞ れ の境

界は閉鎖印 (padiPad)として 2本の棒が立て られると境界を越えた移動が禁忌 とされるのであ

る｡ 儀礼的祭 [=こはこれ らの幾つかの境界が自在に使用されている0

牡活空間の範暗区分は塩漬けにして乾燥 した肉を煮 る/′姓肉を煮 る/焼いて煮る/焼 く という

料理法の区分とも対応 している｡

動 物の成長段階や軒 別 に応 じた名称区分,動物にかかわる禁忌などを眺めると,やはり丑ilt溝

空間の分類に対応 した鳩噛区分が存在することが指摘された (ibid.pp.36-41)O

以下に同様¢用且点か ら通過儀礼の諸表象を分析 してゆ く(J

繁雑になるため,本稿では通過儀礼のうち, イニシエーション儀礼 と婚姻儀礼を Lとして報

告する｡前者は男性集会所組織と関連 し,後者は婚姻による身分の変化,儀礼規模と社会成層

との関連 という点でとりわけ社会組織と密接に関係している｡

ⅠⅠⅠ イニシエーション儀礼

ボントソク族の成人男性は,必ずいずれかUJ男性集会所の成員である｡少年は 7- 8才か ら

両親の家を離れ,男性集会所で泊るようになる｡同様に予供がすべて結婚 して しまうと, 成人

男性は男性某会所で泊るようになり,成人女性は子供大鋸の家屋の敷地内に小舎を建てて別住

する｡15)

ボン トノク族に関する最初の詳しい民 族 誌を普したジェンクス (JENKS 1905.pp.49-51)

によれば,ボン トノク族の男性集会所は ?atoと呼ばれ,｢公的な男子舎屋と宣戦 ･講和などを

決定する相談役を持ち,かつては一つ の ?atoか ら他o)?atoへ所属変更をする者に対 して受入

れの儀礼 (pu-kc,palûg一〆g)を 尖 修 して いた ･-?atoは二つの建 物すなわち baEeノi(聖 屋),

Pababulla′L(ソロ ･舎屋)および娘宿 (olag)を持 っている｡集会所には聖樹が植えられ,又状株

14)倉田 濡 1977-a.

15)合けユ 蒋 1978･｢ボントック族の土地保有と親族制度｣『民族学研究』43巻1号,pp.63--73参照｡
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がil.ててあるr日 羽守りが尖修され,獲得 した敵の櫛 引ま果状柱に掛けられる｡IZ仙‖ま石垣を組

んだ広場で地下は豪として利用 され,上紬 ま環状列石が建ててある｣と級,ii･･している｡16,

サガダ地区出身の1引谷学者バクヤヤ (PACYAYA 1951.pp.8-10)は30年ほど前に自身が経験

した男性集会所oj侶 舌を次ujように述べている.｢サガダ地区では,dapaJ は老 人 と未婚の少

年の授精を意味した｡dapaJ Oj少年は 7-12才までを mamao,その後結婚するまでを mangm･

ong といって区別された｡乾燥 した萱をHに2回暖宿に運ぶ0)が,mamaoの少 年 o_)役割であ

り,後者は儀礼的狛 l('ioba),as)に薪を運ぶことを義務づけられている｡毎私 少年のうち2

- 3人は見張り役とされ,炉の火を絶やさぬよう夜を徹 して起きている｡dapaJ では敵の不意

討ちに備えて毛布を使うことが禁 じられる｣｡17)

リイ ド (REID 1972. pp.535-536)は,ギナアン村の男性某会所の帰属方式について,少年

はしばしば父親の帰属する男性集会所に属するよう忠告されるが,居住その他の条件によって

必ず しもこの忠告は満たされないと述べている.18) このことは他のムラの状況とも一致 してい

るが,本稿では帰属株式にはItr.入らない. 本稿との関連で克要なことは,?atoがイニシエーシ

ョン儀礼 を 実 修 する判 立であること,ならびに象徴的に Patoが属住区と棚田の境界として

の両義性を有 していることである.'atoは居住区にありながら,女性の立入 りが禁 じられ,外

来者の宿泊所として用いられるほか,村外から帰ってきた男性が直接自分の家に入ることを許

されず,必ず男性某会所に北 寄 り,火を起こしてしばらく過ごすことが義務づけられるなどの

点に両義的性格がうかがえる｡ このことは後述するイニシエーション儀礼において典型的に示

される｡

男性集会所単位で実修される儀礼は Paliong と呼ばれ,未婚の青年男性に対 して集団的に肉

体的,儀礼的試練の課されること,儀礼が秘儀性を有すること,ならびに以下に述べる ?atoの

言語上の特質からみて,この儀礼をイニシエーション儀礼と規定することが可能である｡

a)?atoの語義と男性無会所

?aloの語義と闇連して興味深いのは,モーリン (MoHRING 1973.pp.15-37)による ｢anito

という語とその親縁語｣と題する論文である｡19)

モーリンは Hunbolt流の l音節oj祖 里 (語根)を設定 しaniloという譜を以下のように説明

する (図 3)｡

モーリンはインドネシア諸地域で死者霊,悪霊,祖霊などの意味を持って 広 く分 布する譜

16)JENKS,A.E.1905.TheBoTltOCIgorot･JohnsonRep･Co･1970,London.

17)PACYAYA,A.G.1951."LifeinaSagadadap-ay,"GoldOre,4,Nos.17,18.

18)REII),L.A･1972･"WardsandWorkingGroupsinGuinaang,Bontoc,Luzon,"AnthroPos,67,3/4,
pp.530-5631

19)MoHRTNG,H･19731"TheWordaniloanditsAssociation･q:ARemarkaboutEtymologicalResearch,〟
ParangalKa),CecilioI･opez,LinguisticSocietyofthePhilippines,pp･15-37.
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(q)atu-- (A)- *(q)Lulilu

＼

(追)
＼斗
(q)(tnlLL

ノnull

＼ ailu

(A)inrixing
(B)nasalization

図 3 M oHRING による再構成

anitoについて次のように説明する｡ すなわち,｢*aluまたは*(q)aiuという語の意味を語根 iu

を ｢尊敬する｣｢負賛する｣ と説 明 したプラン トシュテッテルに沿 って理解 したい｡ プラン ト

シュテ ッテルは トンテムボアン譜の raiu｢尊敬を払 う｣,パ ンパ ンゴ語の alu｢高い尊敬｣, ど

コール譜U)aiu｢亡那告する｣｢支える｣などをあげている｡タガログ語では atuhim,umaEoは ｢試

みる｣｢試験する｣｢決定する｣｢勇敢 に行 う｣などの 意 味 である｡- もし我 々 が*(q)atlLa)

歳本的な意味を ｢尊敬する｣ と把握する仮説を受入れるな らば,in/aluあるいは aniluは ｢尊

敬 された人｣a).意味になろう. そ して*(q)atuは尊敬 される人 (現 ･未来形)i/.1-意 味する.- I

マライ語cJjdalu｢首長｣,dalo｢家長｣｢年長者｣は敬称 dEl+*(q)aiuであ り,同系語と考え ら

れ るo デムプヴ 寸ルフはマライ語 daluu)同系譜 として, タガログ語 dattLr優れ畑昭主上 ト

バ ･バ クク譜 dalu｢り｣祭｣,ジャワ譜 1'atur皇J'-｣,フィジ-譜 Faiu｢だんti:上 サモア譜 LatlL

｢主人｣｢棟梁｣などをあげている｣(ibid.pp.18-19)O

か くてモー リンは Tato を 尊敬 される者 と結びつけ,尊敬の源泉 としてur)イニシエーシ ーJン

儀礼U)存在を仮定するoこの点をモー リンは次O-)ように説 明 しているO

｢~タガログ語の umalo｢試す｣はまた inato｢試された者｣とも離 別勺に関連する｡このこと

か ら aioが多義的であるとも考え られるが, しか しもしこれが同-･事実の異なった表現様式で

あるな らば,llhj'者を闇通づけることは 容 易 で あるOこU)点を意味闇係硯 蟻 用二(method of

associativelinking)によ-,て検討 しよう〔⊃- ,タガログ 語で 言naloは試練を経た者の恵であ り,

恐 らくはイニシエーシ ョンを通過 した者の意である{〕そうだとすれば,anilo はかつて はイニ

シエーシ ョンを通過 した者,文化県灘'iを意 味 した0)であろう｡ デムプヴォルフが指 摘 した *lu

で終 る15の祖語は,そのすべてが*aiuと同系譜 とはいえないが,鯉つかは派/Ll.語 として容易に

理解 され る｡ 例えば*ulu｢じっと 動 かず にいる｣はタガログ語では ut∂,)naut∂とな り ｢白痴

の｣(グロックル ･ス トップの 存 在 は 借 用 語 o)可能性を/Jこしている)を意 味するo マライ,.1=.J･,-～

lnulu｢唖の｣｢麻坤 した｣,betu｢あ らわれ る｣,ジャワ語 welu｢正しい｣｢確かな｣などは派生

語 と考え られるo

anito に 代 表 されるイニシエーシ ョン儀礼U)JJlげ､拙 封義礼尖修 申 ,黙 っていな くてはな ら

ず (*utu),儀礼終 r後,真の成入 り日隼 として (*lenlu, ンガジュ ･ダヤク 語 tolo)新 しくあ

らわれる (*belu)のである｡- atoが イ ニ シエーシ ョン儀礼 と閑適 していると仮定するな ら
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は, ンガジ:i･ダヤク譜o)lamu｢客｣,ta"I,I/ei｢異人｣,ジャワ語U)lamu(um)｢客｣などがイ

ニシエーシ･='ン儀礼を終えて別o)存在 として新たに集団に迎えられるという含意を持つ同系語

として容認 しうるだろう｡

*lunu'と再構成 される語 もまた,明らかに語根 tu からoj派娃譜と考え られる｡ ンガジュ ･

ダヤク語の Iinu,tiT10は ｢焼かれた｣｢焦がされた｣の意である｡私はイニシエーション儀礼を

受けることは象徴的には焼かれ,焦がされることと関連 しているように思 う｣(ibid.pp.20-23)O

デムプヴォルフは*tlLnù に刊 ､て,インドネシア語,ジャワ譜,マライ譜の Iunu｢焼ける｣,

ンガジュ ･ダヤク語 Iino｢焦げる｣, ホバ譜 Iunù ｢焦げる｣メラネシア 語,フィジ ー語 の

Iunu,lunu'｢暖かいもの｣,ポリネシアの トンガ,サモア,フ トーウナ各譜における tunù ｢焦げ

た｣ma/nu7m̀ ｢焼けたもの｣などをあげているoモー リン現 論旨を要約すれば,?aloが試練を

受けること,焼かれることと意味上関係しており,それゆえに派/=1:.語 dalu,hantuなどの語が

｢尊敬される｣｢崇拝される｣などU).良二を持ち,広 くアウス トロネシア諸語に見出され,?aniio

は本来尊敬された者,文化英雄などを意味していたということになろう｡

a"iLoはわけ aioであり,接辞 inが inf2'xingされたけれども,アウス トロネシア諸語に共通

uI)音節構造上,m'と逆転 したと説明している｡

上述のモー リンの仮説に対 して,言語学の立場か ら森口恒- (1975.p.036)の適 切な批判

がなされている020)

森口の批判点は 1音節の語根を考えるにしても,肋 と紬 を比較したとき,α-の意味が不明

であること,infixing-in-が-nトとなるという説明に対 して,音髄論的に aloに-in-ではな く,

-nトと接中辞o)入ることU)説明の蓋然性が不足していること,モー リンのいう methodofasso･

ciativelinkir唱 の方法が類推という点で問題が残ることなどである｡

モー リンの以上の見解は森【Jの指摘するように詩.j_I.-･J?I朝 には手続上幾つかの難点があり,仮

説の域を出ない ものといえようが,ボントック族の男性集会所 ?alo とイニシエーション儀礼

を考えるとき, この仮説は極めて示唆に嵩むものといわねばならない｡

?aloはボン トック仮にとって男性集会所であると同根汀二,JU司でイニシエーション儀礼を実

修する単位である｡さらにボントソク譜で ?aionは移ること,動 くことを意味 し,少年が初め

て男性版会所で泊 り始めることを matonlon という｡-A'inalon とは家を移ったり,空屋に入屠す

ることを意味し,同時に熱 くすること,温か くすることの意味を持っている｡ 老年になって男

性が自分 の 家屋を子供大姉に譲り,男性集会所に移ることも 'iinalon という ｡

20)森L用土一一 1975･｢アンドリュウ･B･ゴンザ-レス鋸 It,シリオ ･ロペス博士記念論文集｣『東洋学
報』第56巷第 2,3,4FiS･,東洋学術協会,pp.035-04l.
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正式のイニシエーション儀礼において,11両｣で若者が隔離される洞穴 や 小舎 は ma'Zalo71ga71

という｡ これに加えて,?aiong というと天候以外で事物が熱 くなることを意味 し,食物,水,

身体などを熱 くすることをいう｡この語は同時に焼かれること,やけどすることを も意味し,

また ma?atonganに行 くことをも意味している｡Pailongはイニシエーション儀礼における儀礼

的舞踊の名称であり,Palonganとは棚田に住む烏の一種U)うち雄を指す名称である｡ こuj鳥は

頚部に赤い羽毛を持ち,イニシエ-ション儀礼において加入者が赤い 布を頭部に巻 くこととの

類比によってこの名 がつけられたという｡

?atoに対 して 2aton,matonion,Palong,Pattong,ma?alongan,Paionganな どの語 が輿系統で

あると考えた方が言語学的には危険の少ない方法であろう｡

しかしモー リンの仮説に依拠するならば,これ らの語は 7dfOの語義からの派生語であると

仮定 した方が説明が一貫する｡ すなわち,イニシエーション儀礼に参 加 す ることは子供の範

嶋から結婚可能な青年男性-と移行することであり,こうした移行はイニシエーション儀礼に

おいて空間の諸範晦を変換するモチーフとしても出現する｡ さらにこうした変換は,さまざま
●●●●● I●●●●

な試練を受け,熱 くされることによって達成される｡ 筆者がムラの青年 と一緒にイニシエーシ

ョン儀礼を受けたとき,繰 り返 し語 られたのは 7aiongtako:我々は熱 くなったという言葉であ

った｡

付加えれば,ホカノ (JocANO 1975.pp.115-116) O)や離 ,'･するマニラのスラム街の事例でも

犯罪を犯 して入牢 し,出てきた者は maton｢タフガイ｣と呼ばれるという｡ ス トリー ト･コー

ナー ･ギャングにとって入牢することは一人前になることを意味しており,ここで も?aloとイ

ニシエーション儀礼との意味上の関連が認められる｡21)

ボン トック譜において語尾の子音変化によって派生語が形成されるという仮.紬ま,すでに方

位観を論 じた拙稿 (1976;1977-b)で触れておいた｡22)すなわち,daJa｢lLlの方向｣｢上流｣に

対 し,daJaW ｢崇拝する｣｢尊敬する｣,dala｢血｣に対 し,dalaw｢血止め の 薬 草 の名｣,?ina

｢母｣に対 し ?inaw ｢妊娠中の女性の食物の晴好の変化｣などがあげられ,意味上明らかな関

連が認められたのである｡

1977年にボントックを再訪したときムラびとにこの話をすると,ムラびとは dangwaw とい

う語を教えて くれた｡ 北ルソンを縦走する路線をもつバス会社の名が dangTL,aバスというのだ

21)JocANO,F･L･1975･Slum:AsaWayOfI･ife･UniversityofthePhilippinePress,quezonCity･
22)合田 清 1976.｢ボントック･イゴロット族の方位観覚書｣『社会人類学年報 Vol･2』弘文堂,pp.79-

104および 1977-b.｢方位観と方位名- ボントノク族をめぐって- ｣『｢1本民族と黒潮文化』角川書

店,pp.270-281参照｡∵なお,本稿では範暗聞の日然的移動を移行 (transition),禁忌,儀礼,行動上の
規範などによって文化的に確認される移動を変換 (transformation)として区別しておく｡移行が変換
として意識されるか否かは文化的な規範とコンテクストによる｡
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那,dl,ngteTal叫 ま罷崩れを起こす精霊の意であるtJしばしばJFi･'･･.崩 れによって)I/I.往生するバスを

邦旅するイゴロット式ユーモアというわけである.正確な規則性は不明だが,恐らく語尾の母

音の種類によ-'て異なる語尾変化が行われ,派生語が形成されるのであろう｡ そうであるなら

ば -1alo とそ0JL鮎吏譜に対 しても語尾変化による派牲譜の形成として上述の意味関連が容認さ

れるであろう｡

か くして,モー リンU)仮説とともに,広 くアウス トロネシア諸族の通過儀礼との対比のもと

に諸儀礼を比較検討する方 途が聞かれるという点で,ボントック族の通過儀礼の分析は重要な

ものとなる｡

b) 儀礼の多義性

ここでイニシエーション儀礼と規定 した儀礼は一般に Pallong儀礼と呼ばれるが,とりわけ

数年に 1度実催される最 も規模の大きい,秘儀的で肉体的試練の厳 しい儀礼は manokpop と呼

ばれている｡ この儀礼は背年男千による儀礼的遠征,儀礼的漁扮,模擬戦,儀礼的舞踊,男性

脹会所や聖樹の森における動物供蟻,さまざまな禁忌などによって構成されている｡ 以上の一

速の儀礼複合は,筆者の調査 した限りでもボントック郡 ･サガダ郡のほとんどの地域,カリン

ガ ･アパヤオ州南部のブ トゥプ トゥ地区などで若干の偏差を示 しながら広 く分布 していること

が確認された｡カリンガ南部ルプアガン地区では儀礼的漁餅は実修するけれども,ボン トノク

族にみられる秘儀性は見 られない｡

ボントック族では,上述の儀礼複合は必ず しもイニシエーション儀礼に限らず,次に述べる

ような幾つかの機会に繰り返 し実修されている｡

1. ムラびとの首が狩 られたあとおよび,首狩りの遠征に出発するとき｡

2. 敵対するムラの人々を招いて平和協定を結ぶとき,あるいは平和協定を更新したあとに

実修される｡ この場合には男性集会所で水牛が供犠される0

3. 溺死者,落雷による死者, 産極熱による死者,両杯で事故死 した者がでるなど要するに

ムラびとが不自然な形で死亡 した場合｡

4. ムラの男性がムラの外で傷害,殺人,抗争などを起こしたあと｡またこうした理由で入

牢 していて出獄した場合｡

5. 疫病が流行し,ムラびとに死者が出た場合｡

6. 飢鮭や早解などの天候不順や不幸の起きた場合｡

7. 稲が告虫,雷獣,病気などで充分に成育しない場合()

8. 家畜に疫病が出た場合｡

9. 家屋や山林に火災が起こった場合｡
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10. 婚姻儀礼のうち,bayas儀礼の最終段階｡

ll. 数年に 1度,稲の収穫の終 rしたあと｡

これ らの異なったコンテクス トに応 じてほとんど同 じ儀礼が実修されることは,利 二l然な死

者,疫病,家畜の減少や農作物o_)不作などが 首狩 りと同株,ムラにと-,て外か らU)攻撃 とみ･li:

されていることを示 している｡イニシエーシ ョン儀礼は少年が首狩りa)遠征に参加 しうる成人

になることを象徴的に示 しているし,婚姻儀礼は村外か らの婚入省を迎えるという点で,外部

柑界 と関係 している｡

したがって,学術用語で整理するな ら農耕儀礼,婚姻儀礼などと区分さるべき儀礼が,ムラ

びとの観念では必ず しも別個の ものとは考え られていないのである｡

後述するように,儀礼の象徴論的研究は,む しろこC/)ようなムラびとの比噺 札臥考による儀

礼のタクソノミックな分析か ら出発 しな くてはな らない｡

上述の前提の もとに以下 にイニシエーション儀礼の事例 を提示 し,分析 してい くことにしよ

っo

c) 事 例

最初に1975年にボン トノク郡マ リコン村で筆者が参加する機会を得た 3度の pattong儀礼に

ついて報告 しておこう｡

マ リコン村には五つの男性集会所がある｡,/(.称は (1)doko:飢鮮 (2)langwa:乾燥する (3)

daliPoJ.'墓穴 (4)lowagan:煮 る所 (5)?atol:男性集会所, a)7L-rjであるoムラの束に翌樹の森

があり,それに近い dokoが最 も古い ?aLo だというOかつてムラが飢酢に襲われたときに作

ったと伝承され,男性集会所の概に神話上,ノ工上伸 lomawig がムラに降下 して 結婚 したとさ

れる女性 bokanの先がELILl.'こかれている｡土地争いなどがムラ内で起 こると, 古老がこの男性集会

所に参集 し,系譜知識を動L‡‖ノて調停にあたる｡男性某会所はここでは ･般に I/ttbabongan と
●■●●●●

呼ばれるが,?aboは灰の意であり,恐 らくイニシエーシ ョン :焼かれることと閑適があると思

われる｡

1975年 3月上旬にマ リコン村で火災があ り, 2軒が被災した｡翌i用､らムラびとが共同で樹

木を切 り,萱を刈 って家を再建 し3日後に完成 した｡ 4[用 ,Pallong 儀礼が実修 されたが,

この儀礼は特に da∫das儀礼 と呼ばれる｡前日 の夜, 焼けた宏の持主が属している男性集会所

の成員が男性集会所か ら大声で翌 日 da∫das儀礼の実修されることを知 らせる｡

このときはムラ全部ではな く火災にあった成員の屈する二つC/)男性穣会所がそれぞれムラの

東 と酉の両 軸 こ遠征 したO

朝8時頃,袷,棉,首狩り斧,背f小 龍 (kagokang,伝来のものは Pikapikan),柿 (lono)皮

どを持 って成人男性および10-17才~の少年が各自の男性集会所に参111･する｡ 儀礼実修のために
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ひとびとが某まることを Iiagom というO槍 と楯は男性施会所u力紬 こうrf.ててお く｡

滞負い寵に米飯を入れ,古亥o)･一 ､が男性集会所で火を起 こし,選果の松明 (7ano2ong) に

移すOやがて 吉 段を勅 勘こ屈住区を出て他村とo)境界に建て られた両申 U)聖屋に向かう｡

･i:JCujpattong儀礼 とされ る manokpop儀礼oj時には参加者は全員が禅姿で未婚男子は両側

に親の羽根をつけた帽予 (Jikap)をかぶるという｡∫ikap はまた,｢抑 ｣な｣あるいは ｢困難を

のりこえる力封 .liった｣U)二か 味であり,イニシエーション儀礼における試練 との関連が認め ら

れるo 参加者は年長者の指揮 の もとに憤然 と行進 し,楯を リズ ミカルに棒で打鳴 らす｡棚田の

中央に域 された小広場 (かつて ll撒 ‥りでムラびとが殺された場所,死者uj釦 こ因んで Iengobと

呼ばれる) で小休止 し, I,早老の-一一人が米飯 の 入 った小行李を開き, 死 者 霊 に 供 えて唱え言

(kapiJa)を行 う ｡ ムラぴと,家畜,稲の増殖とムラの壷 の冷たいことが祈念される｡ ここで

も倉旧がイン ドネシアの事例で指摘 した冷たいことと平安 とU)象徴的な結合が 指 摘 さ れよう

(合川 oj･.cit.)0

この唱え言が終 ると---･行は周辺の山林に進み,Padkis山 (Padkis:急峻な)に登る｡ 少年た

ちにとってこCJ)登山は決 して架な作業ではないo I｣月釦こ着 くと描一列になって:llT_ち, 静かに吉

凶を普げるという鳥 ('idew)a)鳴声を待つ｡ボルネオのイバ ン族 と同様,こ拙,'七はアジアキヌ

バネ ドリの･一種であると思われる.鳴声 によって首狩 り,交易,交渉などの吉凶が示 されると

い う ｡

'idew の鳴声 (bewas)は 8種が区別され,このうち 3種が吉兆とみなされ る｡右側で長 く連

続 して鳴 く (labeJ)と吉とされ,数 羽 が続けて鳴 く (akop),短 く続けて鳴 く (Pitpit)のも吉

兆だ とされる｡PilPi‖ま煮た芋をつぶすの意味である｡7akopは両手一杯に持 った豆のように集

まった状態を意味 している｡

凶 とされるo)は左側で短 く不連続に鳴 く (?ombat), あるいは鳴声の間隔が長 く開 く鳴き方

(zLrakang),また間伸 び した (kileJ) という鳴き方,元支もの無い (∫ik∫ik) という鳴き方は凶と

される｡kilcJ は炊きすぎo)栄,∫ikSikは煮すぎて水分の切れた野菜を意 味する.凶兆とされる

鳴声の幾つかに料斬去o)失敗を意味する語が用い られていることは,イニシエーション儀礼が

貌徴的に熱 くすることを意味 していることと闇適 して興味深い｡

吉兆を示す鳴声がすると参加者たちはいっせいに大声をあげて これに応える｡この叫び声は

elJ.aといい,-Fr撒 :りに際 し敵を倒 した時の叫び声で もあるO鳴声 が具休的に不明であるが,lo･

bog という鳴 声 は最 も凶兆とされ,ムラU)外で こ0)鳴声 を聞くと病紬 こな り, とりわけ他村を

(i眉目川 )にこの声を皿 くと帰村後死亡するという｡

吉兆を得たO.)ち再び遠征を続け,他村 とU)境界近 くに建て られた翌屋 (bawl) に行 く｡ この

とき,鷹や幣が頭上で糾 うと敵o)襲来を意味 し,危険だとされるO 参加者はこうした場合,水

栓にか くれて機や鷺が飛びJi-るU沌 flf了 ,o蛇 (?olcg)や鼠 が道,Jk構切ることも凶兆とされ, こ
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の場合には儀礼的遠征が中止される｡

-行はムラの西端の ?allolにある聖屋に向かった｡ 聖屋の前に松の樹を伐って立て古老が背

負い龍をこの枝に掛ける｡ヌ状柱の立て られた聖屋 もある.儀礼的遠征は歩 く距離,課される

試練の程度によ--,て 3段階に分かれている｡第 1段階はこの ?allot-の遠征,第2f封柳ま束U)

banaiという聖屋-C))遠征, そして第 3段階はマイニット村U)北西部にある mll?aloJlga,lと呼

ぶ洞穴への 2擢夜に及ぶ遠征である｡?alloiは空腹で倒 れること,banatは後 述する婚姻儀礼

baya∫の儀礼的 リーダーの家屋を意味し,ma?atonga71は熱 くするところの意である.第 3段階

の儀礼的遠征は結婚前に 1度参加すればよいが,若者たちは機会あるごとに第 1段階,第 2段

階の儀礼に繰 り返 し参加し,次第に厳 しい肉体的試練に対する耐久力を養うujである｡こ0)3

段階は大まかに男性ujJJE長過程の範噛区分である mamaoI,mangmong,babalo に対 応 してい

る｡

古老が男性集会所で用いる薪を作っている開,若者たちは最年長者を リーダー (pomoo)とし

て近 くの沢に下 り,儀礼的漁扮 (magalL,al)を行う｡ リーダーは伝来の晋負い寵を持ち,犬の

牙を繋いだ頭飾 り (saong),団 結を司るという木の根を結んだ 呪 具 (salibod),助 力 (badaga)

と呼ぶ藤の腕輪を身につける｡ 沢を測 りなが ら参加者は蟹,粧,小魚などを捕犯 し背L甘 ､龍に

入れる｡ 充分な獲物が得 られないとさらに他の沢で捕獲を続ける｡

尾根筋はベンゲット松を中心とした温帯的景観を呈 しているが,沢筋は羊歯類中心の植生で

腐蝕土が地表をおおう熟,:揖雨林の様相を示 している｡ したがって儀礼的漁捗は肉困 畑こ厳 しい

試練となるが,さらに蛙を始めとした沢の生物が両義的で危険な動物 とされていることから,

象徴的にも厳 しい試練とされる｡ 空間的範暗区分で境界とされる場所で蛙の鳴声を聞 くことは

極めて危険であるとされている｡ 農耕儀礼で報告 したように,稲の成育儀礼中 に柳田で蛙の鳴

声を聞 くとその者は収穫後病気や事故にあって死ぬという (合田 1977-a.p.34)｡

沢での儀礼的漁傍が終ると再び聖屋にもどるが,この途中, 道の左側で蛙の鳴声を聞 くと全

員がそこで静かに一夜を過ごさな くてはならない.充分な 獲 物 を 得て聖屋にもどると, 古老

(?ap-apo)が収獲物を竹串に刺 して焼 く｡

古老U)一人が松の枝を使い,高 さ80セ ンチメー トルはどU)人形を男女 2体作 り,消し炭で

顔,隻,刺 青などを描き込み,聖屋の前に立てる. この人形は Iinagoiagoと呼ぶが Iagoは生

命を与えるの意である｡ 焼けた獲物はこの人形に供える｡聖屋は村外で死亡した者∽霊魂が住

むと信じられている()やがて古老の一人が楯を持ってJL-.上 り,村外で死亡 した者U)霊を呼び寄

せるため大声 で唱え言を しなが ら楯をふりまわす｡ この儀礼を 7iJag:叫 ぶ ,という｡

次いで食事をするが,若者の食事は米飯と塩に限られ,古老だけが焼いた蛙や蟹を食べるこ

とができるO蛙や蟹はこの儀礼のとき以外は食用には供されない｡野莱,也,塩漬け肉などL))
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日常の食物はここでは禁忌 とされている｡

庖火で焼 くという料理法もこの儀礼時以外には行われない｡このあと古老たちは火を囲んで

?aJag:呼ぶ, という名の鋭い叫び声 の混じる歌をうたう.｡次いで古老の指示に従い,若者たち

は翌屋前の広場で楯を棒で叩きながら,儀礼的舞踊を踊る (Pattong)｡死者霊を歓 迎 する踊り

であるとされている(｡姉別儀礼や和平交渉で地相の者を迎えるときも双方がともに踊るが,こ

の踊りによってやはりムラの外の者,外部の死者霊などを迎えるという｡

このあと2組に分かれて加入者たちは石や牛 糞を投げ合って儀礼的模擬戦 (bagbagto) を行

う｡ 1時間ほど激しく戦ったあと,壮年男性は男性集会所用の薪をかつぎ,加入者たちは楯を

棒で叩きながらムラにもどって くる｡

ときどき古老の指示でいっせいに雄叫びをあげるが,これも苫狩 りに戦勝したときの帰途を

再現するものだという｡棚田の畦道で も同様に踊り,稲の順調な成育と豊作を祈念する｡楯の

音は居住区にまで響きわたる｡屠住区にもどると各自の男性集会所 に行き,叉状柱に背負い寵

を掛け,男子舎屋の前に楯と槍を並べる｡ 幼鶏を供犠 し,楯の上で肝臓による 卜占を行う｡鶏

の肝臓はさらに竹韓日こ刺し,椀に入れた米酒の上に突き出す｡蝿が手首から指先の方に進むと

やはり吉兆だとされ,見守っていた人々は再び大声で叫ぶ｡鶏は bangaという義で煮てから壷

ごと叉状柱に掛けておく｡ 男性集会所では供犠 した動物の生肉を焼いて,煮る以外の料理法は

行われない｡このあと,男性架会所の前で儀礼的舞踊を踊る｡男性は銅鼓を叩き,女性は毛布

を盾に掛け,煙草の葉を持ってともに踊る｡ 女性の踊 りは managni,男性の踊 りは mamatongと

呼ぶ｡煙草の葉が加入者に配 られる一方,娘たちは煮たタロ芋を父親の属する男性集会所の加

入者に食べさせてやる｡ 加入者は手を使って食べることは許されない｡舞踊が終ると男性集会

所で犬を供犠 し,煮てから儀礼的に加入者が共食する｡ この儀礼は dawe∫と呼ぶが,鶏や豚 も

男性鮎会所で快犠される時はすべて dawe∫と呼ばれる｡共食の前に Iawiという歌をうたうが

Iawiは雑報の尾羽の意であるoまたこのとき行う唱え言は kilingといい,乾燥するの意である

という｡ 家族に病気や怪我をした者がいたり,ムラの外で傷害,殺人などの抗争を行った者は

各自の家で犬を供犠 し,同じ男性集会所の成員が集まって共食 し, 家の前でやはり儀礼的舞踊

(Pallong)を踊る｡豚の牙や犬の下顎の骨は供犠 した者の家の屋根の裏に掛けておく｡ 供犠獣

を提供 した者に対 し,同 じ ?aloOj成員は数日後, ときには収穫後に dangasというLlを設け,

一日労働を捉供する｡

儀礼的遠征の翌 日は balegbegと呼ぶ儀礼的祭日 (lengaTu,le'Iel) である｡ ムラでは居住区の

入日 (Pongcdan)を儀礼的に封鎖し,儀礼的神役 (PomaPataJ)が人LHこ封鎖印 (Pakedlan)を立

てる. 竹の棒を 2本克て,上部に棒を臓に波したもC/)である｡ こ釧｣聖屋に住む精 霊Pakdeが

ムラびととともに居住区にとどまり,家畜やムラびとの増殖に力を示すという｡ ムラびとは居

住区から外日月-ることを訂されず,訪問者もムラの店住区に立入れないOムラ び とは労働に従
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事 す ることが証 されず,晶物uH l情, 新宮柏 な ども禁忌 とされ る｡儀礼r'鵬 ミ旧 二一般 に見守 ら

れ る種 々の前兆,虹や野鳥, とりわけ鷹や鷲の動 きが注意深 く見守 られ る｡

加入者oj宏 に/描 ;菜や/日 毎を持込んだ り, そ こで料肝 ㌻ることも禁忌 とされ るo

壮年男性 は 4-:)人で-一朝 とな り, fr用こり斧を持 ち居住区内を見廻 り,禁忌 に膏反す る者を

取 り締 るO禁忌 に対す る背反は不妊,稲や家畜の疫病を もた らす とい う,,E附 l背反(iIi･1Tlj((a),aw)
として溝や米を 男性'Ll'i会所 に提供す ることで許 され るが,場合 によ-,て は儀 礼 的 祭 日が破 ら

れ,翌日に延期され るとい う｡

牛後,神 役が火種 と小 さな壷を持 って聖樹の森 (PaPalaJ)に行 き, 鶏を供 犠 して大 l二伸に供

えるnFl柏 と同様U)鵜U)肝 臓 による 卜 占が行われ る′,翌llu川 潮 , 古老が 1,akedlart,'lr外 して

儀礼が終 る｡加入者は初めて /,〟llung儀礼に参加 したあ と制札 Lft,.gJ"i)):l'I受 けるo

I.i掴 Lに 伴 う特別U)儀礼は存在せず, 冊′招き会所または穀倉で 古老が佃 別に行うO

婚姻儀礼o)第 1段階k〟langが終 り, 新大が J川llo〃g 儀礼 に結舶 -)封{)Jめて参加す るム こuj

とき男性集会所U)正式U)成Lliと認め られ る｡ こU)ように小規模な JNZt/07lg 儀礼-U)参加 も何 ら

かの社会的地位oj変 更を もた らすが,最人U)もujtは,manokpop と呼ぶ Ina?ato7lgan-α)儀 礼的

遠征である｡ こ0)儀礼の終 Tす るまで少年 は姑婿す ることが許 されない,,l儀礼C/)過拙 ま上述U)

儀礼 と概略同 じだが,蔑つかの点で異な ってい る｡出発は深夜 に行われ,'L'akop と呼ぶ臭ujf鳴

声で吉凶が 卜 占され る｡ 加入者 は夜を徹 して歩 き,早朝 ma?alo71gan に着 く｡ 儀礼的漁粉を行

ったあ と,加入者 はかつて苗狩りで得 た故の豆別号を収 めた聖屋 に導かれ, ここで捕軍を物を焼い

て供えるO そのあ と加 入者 は夜を徹 してム ラの首狩 りの歴史や 天上神 lo"laWig a)英 雄縛を聞

くのである｡

同株 の儀礼はボン トック郡のすべてのムラで実修 されてい るが,サモキ村では沢 に行 く代 り

に毒茸を採 って焼 き,米酒 とともに加入者 に食べ させ るとい う｡

ボ ン トックの酉 のす ガダ郡では, この儀 礼は begnas と呼 んでい る｡ 1975年 7月, ム ラの緑

人が産極熱で死亡 したためにサガダ郡デマ ン村で begna∫が実修 され, 筆者 も参加す る機会を

得 た｡ 1週間の弔葬儀礼 (lapa?ag)a)終 ったあ と,男性集会所 (dab-ay)に男子成 員が集 まる.

は各 自の男性集会所で静かに過 ごす｡ この 日は儀礼的祭 日 ('1obaJa) で ムラび とは外 に行 くこ

とがで きない｡ 2日目,男性集会所 に集 まった男性 は 老人が PakeTlkengと呼ぶ細く小 さな楯 と

棒を持 ち,成 人男性 は kala∫ag とい う牌 を編 んだ折 と槍を持ち, 少年は槍だけ持 -)て儀礼的油

揚 に出発す る｡儀礼的漁捗 は galL･gaW といい,川で魚や虻を捕 えるujである｡獲物 と一一一緒 に小

石を拾い背負い亀 に入れて くる｡takba と呼ぶ 聖なる背負い散はかつて苗狩 りで敵の 首を得 た

ときに作 った といい, 口常は屋 内に置かれ触れた り動か した りす ることがで きない｡begna∫レ〕

ときに限 り, 古老 (?amama)が 異姓 某会所 に運ぶ｡未婚の少年は少 な くとも 1度 こCJ)背負い亀
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を負 って begnasに参加 しな くてほな らない とい うO 蛙 (lokak)の鳴声 (mcnngalngaL)を聞 くの

はここで も凶兆 とされ,儀礼的漁扮中に山中の聖屋 (bw i) で蛙の声を聞 くと数年で死亡する

とされているO 捕獲 した獲物は聖嵐の前で焼いて食べる.このあとでボン トックと同様 に聖嵐

の前で儀礼的戦闘 (loling)を行 う｡

ムラに帰 ると聖樹の森 (PapaLaJ)で鵜または豚を供犠する｡ このときは死者の夫が豚を提供

し,豚を供犠 したO供犠 した豚は直ちに解体 され,各 自が曹負い寵に分与 された肉を入れて男

性集会所にもどる｡男性集会所では犬を供犠 して其食する｡儀礼の問は男性は家で食事ができ

ず,男性集会所で供犠 した隊や犬の肉を寒 た ものだけを共食す る. この食事を binbegnas とい

う ｡

3日目は lowabという儀礼的祭 日で,男性集会所の前で銅鼓を打鳴 らしなが ら踊 る｡ この踊

りは mamaLong と呼ばれ る｡女性の踊 りは ∫aLibi, 男性 の踊 りは manalaと呼ばれる｡4日目,

再び聖樹の森で難を供犠す る. こ0)日は Pakdeと呼ばれ,供犠役 Pomakdc はこU用 か ら 1カ

月はムラq)外に出たり,旧仕事 に従事することが許 されないo 鶏を供犠す ると天上神 kabniJan

に供え,ムラの安寧 と家畜や稲などの増殖を祈願する｡

ボン トック郡ブルワン村では, この儀礼的遠征のあと行 う儀礼的模擬戦で長さ70センチメー

トルほどの木oj手槍を投げ合い,追跡,潤,待伏せなど首狩 りの戦闘 に用いる種 々の戦術が動

員 され るとい う｡

このようにムラによって多 くの偏差を示 しなが ら,儀礼の基本的な過程はほとんど共通 して

いるとい うことができる. か くしてイニシエーシ ョン儀礼における空間分類,料理法,動物範

噂などの分類体系相互の対応関係を以下のように分析することがで きる｡

d) 分 析

拙稿 (197トa)において,筆者は農耕儀礼の分析か ら次図のような分類体系を抽出 しておい

た (図4)(fbid.pp.35-37)O

地理的空間は本来 連 続 体であ りなが ら, ボン トック族 は儀 礼や 日常生活における種 々の禁

忌,予兆などを通 して これを不連続な個別範噂に分類 している｡こうして分軸 された空間区分

に対応 して動 ･植物,料理法などが区分 され, こうした個 々のシンボルの組合せによって稲の

自

閥

法

物

理

植 物

動物の名称区分

山

焼

↑祝

杯

-

ntLU
然

碇,鴬,
蛙,守

/
/

′
′

棚 田 / 居 住 区 / (家屋)

焼いて煮る / 焼いて煮る / 塩漬肉を煮る

巻巳,どじょう/ 豚,鶴,犬

蒜,";ツ壷 / 稲 / 米･-

野 生 動 物 / 野 馬 / 家風 人間
(J･atongan)

図4 鹿 新 鶴 礼
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成育が儀礼的に表現 されているU)である｡ ここで取 り上げたイ- シエ-シ ョン儀礼では, しか

しなが ら上図 とは若二l二異なった分類体系が柚出される｡ 次 にこれを図示 しよう (図5)｡

空 間

境 界

料 理 法
(変換因子)

野 扶 動 物

安 吾

柄 物

変 換 因 子

(I然 (外)- --,又 化 (内)

激 の 村 / 謂 警係 / 両 杯 / 棚 旧 / )一律 :･LXl / 宏 規

-- ･･･ma?aiongan･--- baEui.･-････ ･-･･-- --買鶴 窒所-----･

･･---･焼 く-･-･･ ････焼 く-･ ･-･-蔵 告韻 書--- ･-碧雲望･･------･

磨,鷲,紬 広 口足/症,壁/2idezu,7akop/J'atongan,水蛇,鼠/斬賜,土蛇/回虫(胎児)

犬,凱･- ---豚----･････--･･･--

ベンゲット松,野菜,二豆,/}ロ芋,ヤム芋/秤/料/栄,乾豆

首狩り,儀礼的漁撲,儀礼的遠征/---- ---動物供犠 (犬,鶴)

図 5 イニシエーション儀礼

ムラ空間内部を主たる裾舌空間 とする少年は,予備的なイニシエーシ ョン儀礼 (Paltong)に

よって baTuiにまで遠征し,さらにtr:.式のイニシエ-シ ョン儀礼 (manokpoj･)によって敵の村

に近い ma?atonganまで儀礼的遠征を実修する｡'naTaEongan,bawl, 男性集会所などは境界印と

して恒常的に存在するが,他の境界,例えば山林/棚 田,あるいは居住区/家屋などはコンテク

ス トに応 じて封鎖印 (PadiPad)を立てることで示 される｡ こうした境界はしか しなが ら,常に

ひとび とに意識 されており, 日常生活において も空間的移行は種 々の前兆,規範的な動作 (休

忠,火を起 こす ことなど) によって範噛上の変換 (文化的な行為) とみなされるのである｡ 料

理は食物の変換ばか りでな く,人間の範晴上の変換 とも同一視されていることは, イニシエー

シ ョン儀礼が焼 くこと,熱 くすることと意味_日鄭重していることか らも明 らかであろう｡ 屠住

区で儀礼的舞踊を実修する際, 断腸や長さ10セ ンチメー トルほどの土蛇が出て もひとびとはけ

っして これを殺 さず,中年の婦人が両手に持 って安全な場所に移 してやる｡ これ らの動物は幼

児 と同一視 されてお り,胎児 (kalang)を指す譜は回虫や ミミズを も意味 しているO これに対

して両中の大蛇 (錦柁)は敵 と同一視 され,儀礼的遠征 において これを殺すことは とりわけ吉

兆とされ, そのi削 ま保存 して頭飾り (?apong) とする｡

婚姻儀礼 において屋外に立てる高楼 に頭飾 りを捗 再 ~,7'し,妊 帰が出),辛-A.する場合, これを腹

a)上に置 くと安産であると信じられている｡

マ リコン村では村再婚の比率は平均 して約60-70%,村外姉の95%まで周辺uj通婚闇係にあ

るムラ (kaJamnan?ill)に限 られている｡ その外側は敵対闇係にあるムラ(kabosolnan?ill)で通

婿関係は皆無である｡通暗闇係にあるムラも潜佃 'Jな敵対 -緊張闇椋にあることは,そU)告称

に も示 され ている｡

すなわち,ka),a"iEま未婚の青年男女が ともに遊ぶ-ことを意味するが,kaJamanは有毒な百足

U)Jri;:であ り,危険な(('･在であるとされる｡ノ川 通暗闇係が結ばれているムラとU)首狩 りU)I,1欄 11
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は戦後まで続いたといい;その意味でひとびとは自己のムラの外を潜和内･蹴在的な敵のムラ

と考えているのである｡通婿関係にあるムラはこの意味で敵にも味方にもなる両義的な存在と

いえよう｡儀紬't勺遠征はこの通婿関係にある村と敵の村o〕境界である洞穴 maPaEongan あるい

は自己o)ムラと通婿闇係のある村とC/)境界o)bawl-の遠征であるo

そこで加入者は鮎 鋸などの危険な/=i:._物を捕獲 し,焼いて殺すのだが,加入 者 自身 もまた

｢熱 くされる｣ことで試練を受け,新 しく成人-と変換するujであるO男性班会所での動物供

儀は生のものを煮る料預法と結合しているが,家屋での日常の食事が揖 漬 けにして口に乾した

肉や乾豆を煮ることと対比したとき,やはり焼 く料理法とレ)申開的方法であるとい え るだろ

うO 土卵生集会所や聖樹U)森が居住区にありながら外部世界封 申介する両義的(F'･在であることは

その公的性格に端 的 に現われている｡ 犬は狩猟において居[引 亘とLL個こを和一机二移動することで

両義的な存在ということができる｡但 しムラびとの説肌はより簡潔で,なぜイニシエーション

儀礼で犬を供犠するのかという筆者の矧 川に対 し,犬を食べると休が熱 くなる (?aioIlg) と述

べていた｡ いうまでもなく,熱 くすることはイニシエーション儀礼のモチーフの-一つである｡

鶏が両義的性格を有することは改めて指摘することもあるまい｡水蛇 (?oleg)や鼠は棚田の生

物とされノ,これが行事を横切ることは,空間的移行に対する凶兆とされている｡両杯の生物と

される?idewoj鳴声で凶兆とされる鳴声が野菜や米などの煮すぎの意味を持つことも注目され

る｡ こUjことは料理-範嶋の変換に失敗することを象徴的に示している｡加入者はかつてはこ

のイニシューショJン儀礼に参加することで,首狩 りの遠征に加わる資格を与えられたという.

範時間の変換はそれ自体象徴的に危険なことであるが,とりわけ空間的な移行は首狩 り慣行の

あるこの他では現実にも極めて危険であるとされる. イニシエーション儀礼は加入者に対し,

こU)危険な空間的変換を義務づけることで空間の範噛区分を移行しうる成人へと加入者を変換

するのである. このことは,腰掛儀礼からは抽出しえなかった人間の成長段階に応じた範暗区

分の存在することを示している｡ これに対応 して,内側の存在とされる家畜にも,犬/豚 の 区

分の存在することが指摘される｡ 次に婚姻儀礼を略述し,人間および家畜の範噛区分の様態を

検討してゆこう｡イニシエーション儀礼において抽出された分類体系と変換の構造と比較検討

することが次輩の課題である｡

ⅠⅤ 婚姻≠礼と禁忌

婚姻儀礼は一般に J- と総称される｡ ボントック族において最も多数の動物が供犠され,

ひとびとが熱意を込めて..I,)..I.る刷 ま婚約から第 l子誕生後まで数年にわたり繰り返し実修される

この婚姻儀礼である｡ とりわけ数年に 1度ムラ単位で実催される baJa∫という最後の婚姻儀礼

では水牛が全部で100-200頭も供犠される｡筆者はブルワン村とマリコン村でこU_)儀礼に参加

する機会を得たが, ギナアン村oj婚姻儀礼についてすでにリイ ド (Rl"Dp1961. pp･ト72)a)

575



厳繭アジア研兜 16巻 4号

秘めて詳細な報告があるので23)動物供蟻 と幾息を中心として儀礼の展開を略述しておこうO ち

なみに, リイ ドはこの儀礼をすでに過去のものとしているが,かれの調査から15年経過した今

日で もこの儀礼は盛んに実修され,供犠される水牛の数もむ しろ多くなっているように思われ

る｡低地民との接触が増加し, 鉱山などへの出稼ぎの機会の増えた今日,かれ らU)主要な経済

的関心はセメントで土台を作り, トタンで囲んだ文化住宅を建てることと,大規模な baJaS儀

礼を実修することに集中しているともいえるのである｡ ボントック族にはムラごとに幾つかの

狼宿 (?Clog,pangis)があり,未婚の男女の交際の場となっている｡婚約に至るまでに娘宿で

の試験婿 (kagaJam)と労働提供 (∫aksakad)がある｡あるu,娘が特定の若者の家を訪問し,

脱穀,水運びなどの手伝いを始めるとこれが娘からの結婚の意思表示となる｡やがて双方の両

親がいずれかの家に集まり,totoJa と呼ぶ婚約の話合いを行う｡10,yaは 話 し合 うことを意味

するが,10,yaw というと焼畑や炉に火を点けるの意で,同時に婚姻に向けて火を点 じることを

意味している｡訪問時に犬が鳴 くと凶兆とされるO合意 が成 :;I.すると双 方の挽 族 (sinpang-

?ape)が参集 し,夕方親を横桟 して共食する｡ 近親の老女で砿l矢 (?oma?aplo∫) とされ る者 が

入日の慶を開き,梯子を中 2階にかけて死霊者を招 く唱え富を行う｡ 棒で叩いて供犠 した鶴は

羽毛を焼いたあと塩漬けの豚肉とともに煮るO米酒と料理 した肉を椀に盛 り, 申 '1階 に供 え

る｡この段階までは正式の婚約とはみなされず,互いを束縛することはできない｡

a) kalang@礼

稲の収穫後,10月から翌年 2月までの適当な時期に kalangと呼ぶ儀礼的祭日が設けられる.

その年 toloJaを行ったすべての新夫婦が最初の婚姻儀礼を共同で実修するHである｡

早朝居住区の入口が儀礼的に閉鎖される｡ 昼前に神役が整相に行き鶏を供犠 して吉凶を 卜占

する｡次いで新夫婦の家で塩漬けの豚肉を煮て共食する｡ 翌 日は 'iPLatと呼ぶ豚を供犠する祭

【二tである.村外からの婚入着はこの豚を提供しな くてはな らないO供犠 した豚は焼いたあと煮

て村人に配 られる｡この日新夫 婦 は両親から正式に棚出を相続する｡野菜,生肉,棚田の貝類

などは持込むことも新夫婦の屋内で料理することも許されず,豚の料理は庭に設営 した炉で行

う｡新夫婦の家に鼠が出たり百足が入 り込むことは凶兆とされる｡ 新夫婦は鷹や架の鳴声を聞

くと不吉であるとされ,耳に綿で栓をして静かに過ごすO新夫婦が居住区の外に出ることは不

妊をもたらすと信じられ,特に厳 しく禁じられる｡翌日再び豚を供犠 し,ムラぴ と と共 食す

る｡ この儀礼は ?onod,その翌 日は tongoLという｡やはり豚を供犠 して共食する｡ 5日臥 再

び聖樹の森で鶏を供犠 して kalang 儀礼が終了するO この儀礼が終ると新夫婦は共同生活を始

めることができる｡

b) lopis儀礼

23)RRID,LA.1961."AGuinaangWeddingCeremony,"P/mll如ineSociologicalReviezL､Vol･9,Nos.3/4

July/Oct･,pp.ト71･

576



食肘 :ボントック巌の過過儀礼

1974年12月にマリコン村で実修された事例を報告 しよう｡ この儀礼は11組の新夫婦が共同で

実催 したoLoJ･t'∫儀礼は地つきの系統の長男か長女が儀礼的 リ-ダー (pomoo)の 役 割 を 果た

す｡24)儀礼の準備は約 2週間前 から始められるQ米酒作 り,供犠獣の購入,米の購入などでこ

の儀礼の近いことが知られるO 儀礼の 5日前から脱穀が行われるが,最初の脱穀は Pomoo が

実修する0 3日前,J･omooを [1-ダーとしてL伸二行きベンゲ ット松を伐採するO これを Panag

kakaw というが Panagは準備する,kdkawは男性集会所に植えてある樹木を指す｡薪は居住区

内に持込まれるが,儀礼用oj柱に使う樹木は棚朋に置き,鹿接居住区に持込むことは許されな

い ｡

儀礼の前勘 成人男姓が棚田に置いてあった樹木を居住区に運び,Pomooの家の入日に2本

の柱をMl'r_てるo 家の中 で鶴を供犠 して吉凶を 卜占し,肝臓を轟に刺してこの柱 (bansaL) の中

段に置く｡新夫婦は屋内で毛布をかぶ り,耳に栓をして静かに過ごす｡柱には他に女性の耳飾

り (30ng∫Ong), シャコ粗製の円筒型の帯通 しのついた胴帯(PaLong),病気治療用oj小壷 (tO-

PiL)などを掛けておくOこれらの負麗な財物はPomooの地位を示 している｡次いですべての新

夫婦の家の前にこの bansalを立てる｡

儀礼的 リーダーの地位を示す呪具はムラによって異なり,聖石 (molz'71g) (ギナアン村),小

義 (LoPil)(マ リコン村),竪なる背負い龍 (Lakba2)や牌の緒を収める宵鋼の箱 (LoPil)(サガダ

郡パタイ村)などがある｡

翌日は lopis という儀礼的祭 日である｡ 単軌 古老が居住区の入日に ∫adaJと呼ぶ枝を 2本

立て,儀礼的に封鎖するo Pomooの家で豚を供犠 し大鍋で索る｡ 次いですべての新夫婦の家で

も豚を供犠 し基金するOこ0)あと未婚の酉年'･男女が Pomooの家の前で銅鼓を叩きなが ら儀 礼

的舞踊を行う｡ この日から3射乳 連 日豚が供犠 され,儀礼的舞踊が行われる｡

成人男性や鉦老は近親の断夫婦の家の中で米酒を飲みながら magai)'angという伝承を合唱す

るOこの間新夫婦は料規,水浴,散髪などがすべて禁じられる｡5日臥 Pomooを先頭に新大た

ちは山に行って薪を切り屠住区に持ち帰るO新婦はこのrl早朝,水場 (todoJ)に行き水浴する｡

LodoJ という名称は大部分のムラに lカ所ある特別な水場を指 し,出産 後 産 婦 が初めて水浴

するのもこの水場と決められている｡ todo?, lodoJ などと呼ばれるこの水場の名は,｢現われ

る｣の意味を持 っている｡

こうした JoJ"'∫儀礼の過程は婚姻儀礼の最終段階である baJaSと共通点が 多 い の で,次に

baJaS儀礼についてやや詳 しく述べておこうo

c) baJaS儀礼

baJaS儀礼の主要な目的は多数の水牛を供犠することであり,この点で豚の供域 といわれる

24)7'bid.,p.2.ギナアン村では儀礼的リーダーは Poma"goと呼ばれるという0
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loPis儀礼 と異なっている｡bdJa.S儀礼では供髄 されlる水牛の数は10p-100頭に上る｡

このため,儀礼的 リーダ-夫婦に充分な経済的準備のできたとき,ba)･aS儀礼を 実催す･るこ

とが決められるのである｡ 通常 baJaS儀礼は3-4年に 1度実修される｡ba),a∫儀礼で大量o)

水牛を供犠することがムラにおける社会的地位を規定する｡数カ月前から水牛,栄,堤,新 し

い 禅や腰布,銅鼓や陶器の壷 などを貰い集め,米酒を作って準備する｡ 儀礼的 リ-ダーは儀礼

中およびその後数カ月,厳しい禁忌に服さな くてはならない｡この禁忌は Iiabig といい,農耕

儀礼における儀礼的播種役 (pomanal)や儀礼的鳥追い役 (komilalL,) に課される禁忌 と同じで

ある｡Pomooは儀礼の終了するまで性交,水浴,野菜洗い,料理,洗髪,爪や髪を切ること,

衣類を替えることなどが禁忌とされる｡ 同時に Pomooはムラの領域の外に出ることを数カ月

は許されず,tll林や棚田で働 くこともできない｡ 儀礼終了後数カ月はムラ成員のすべてが棚田

を補修したり新たに造営することを許されず,家の改築や新築 も禁忌 とされる｡またPomooは

儀礼中自分の家に野菜,棚田の巻貝やどじょうを持込むことは許されず,物の貸借 も禁じられ

る｡ 1975年11月にブルワン村で実修された ba.vas儀礼では,?indonoという Pomooの家事 手伝

い役,?inlogiokongと呼ぶ古老からなる相談役が決められ,相談役が儀礼の諸過程を指揮 した｡

参加した新大帰は18組である｡以下にHを追って儀礼の過程を示 しておこう｡

siwag:begllaSu_)初日である.PoJnoopuJ衣で loPilとi卜損ミ曹負い龍,病気治療用o)小壷を相談

役が宏の前に持出し,鶏を供犠 して肝臓で吉凶を トtlけ る｡このあと肝臓を上述の 呪 具 に柄

め,鶏の尾)j)]を背負い龍の周辺に刺 して入口の両側に骨.てた柱に展示する｡Pomoo夫婦は屋内

にとどまり, Irfr老が入Uの両側に萱を2本:l'l'.てる (Padipad)｡入 口 の前には炉を作 り,屋内か

ら藁を束ねた松明で火を移してお く｡ この火は儀礼の終 fするまで絶やすことができない｡

padiPadがJl.て られると人口の出入 りが禁じられ,Pomooは禁忌 (?abig)に服する｡

∫ikod:翌 日から3日間続 く儀礼的祭 日である｡sikod はぶつかること,触れることの意であ

り,この期間,ひとびとは互いに注 意深 く接触を避けな くてはならない｡ 仙人とぶつかること

はojちに尖修される水牛供様において水牛の角で失かれて怪我をする予兆を/Jけ という｡早朝,

古老が Pomooの宏の前ujpadipadを取除 く｡ 次いで儀礼的伸役 (pomapata),)がPadipadを).封i:.

区と棚 田の境界に立てる｡ 村外者はこの期 間 ムラの領域に-_lT/二人ることを禁じられる｡ Pomoo

は男性集会所 (?aio) に行き,父親または近視の古老から犬の牙をつないだ首飾 りを首に巻い

て もらう｡ 儀礼的 リーダーの印である｡ 男性集会所の成員はこの間周囲に座 し,ゆっくりと銅

鼓を打鳴 らす (tadek)｡ 古老の一人はこのあと立上り,苗狩りの遠征紬 こ行う挑戦oj雄叫びを

あげる (balo∫).これに答えて他の成昌もいっせいに雄nll･びをあげて終 る｡ その後男性脹会所U)

成Liは銅鼓を持ってPomooの家の前で同様の儀礼を行う｡ この儀礼は sikodo)3T岬 ,仲 夏か

繰 り返される｡ 局頃 pomooの宏C/)的で豚を供犠 して男性鵠会所の成昌と共食する.豚U)供蟻

は常に 長 さ70センチメー トルほどの木の手槍で肩口から心臓を突刺すことで行われる｡半分
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ほど豚の血で独ま弓た木槍は横様のあと,屋根の裏側に刺 して保存する｡ 午後,儀礼的神役が

檎,鍋,火種を持ち,二人の補佐役に幼豚を担がせ生樹の森に行 く｡ 他の成人男性は道を犬や

為,蛇などが構切らないよう見守っている｡ 天上神に唱え言を し,ムラ03安寧と増殖を祈念す

るo 豚を供犠 したあと耳を切り取り聖樹の根元に供える｡供犠 した豚を鍋 で煮 たあと J,omoo

の宏にもどる｡ 2日目と3日目に他の新夫婦に対 して同様の儀礼が実修される｡

ko∫iko∫: 一明 鵜 封鎖印を取除 く｡ このHは山に儀礼用(ノ)薪,高楼用の樹木などを伐りに行 く

労働日 (bok71ag)である｡Pomooが炉から松明 (?ono7on)に火を移し,一行を先導する｡山仕

事の間,こUj火を絶やさないよう注意深 く守る｡成人男性が多数参加しベンゲット松を伐採す

る｡但 しPomooは木を伐ったり枝を払ったりすることは許されず,樹木の選定をするにとどま

る｡薪は居住区に運び込まれるが,のちに立てられる高楼や水牛の頭の展示棚用の樹木は居住

区に持込むことを禁じられ,棚田地区に残 しておく｡この日は労働日だがムラの領域内にとど

まり,他村との境界を越えた出入 りは禁 じられる｡この目,内と外の境界は自己のムラの両杯

と他村との境界に間かれるといえる｡炉oj火を棚田や山林に持込むことは象徴的にその区域が

屠住区と同じく内側の存在となることを示 している｡ 農拍井儀礼で指摘したように (合 田 1977

-a.p.36), ボントック族のムラでは境界は可変的であり,家屋/屈住区/棚田力Il林/地相の徹

域などの諸範嶋の中から特定の境界がコンテクス トに応 じて選定されるのである｡sikod uj期

間,屈住区と棚凹の境界が封鎖され,世俗的な移動が禁 じられたが,この ko∫iko∫の日には自

己の山林と他村の山林との境界が断在化しているといえよう｡ にもかかわらず,山林/棚田/居

住区という区分が消滅したわけではない｡山林の樹木は薪を除いてはL附 安に居住区に持込むこ

とは許されず,ひとまず棚田に置かれるのである｡ このことは儀礼的 リーダーに課せ られた種

々の禁忌からも明らかであるが,以下の儀礼の過程はこうした牲活空間の範嶋区分を一層明確

に示 している｡

∫alag: 翌t右から始まる水井供横は新夫婦あたり1日に 1頭ずつしか許されないOブルワン

村では Pomooは8頑の水牛を供犠 したので,8t欄鉦､たことになる｡ 剛,この年の baJaSを実

修する18名の新大がすべて儀礼的 リーダーの家に参集する｡参加者は塩漬けにして乾 した豚肉

を煮たスープと米飯を共食する｡

食事中,L犬や親が近づ くと水牛供犠o)とき角で突かれると信 じられ,常に注意深 く追払う｡

食事が終るとPomooの父親または近親の古老が葉菜の松明に火を移し,新大たちを先導 して山

林にいる水牛の所まで行進する｡ 新大たちは槍,楯言T狩 斧で武装する｡ 途中,犬,鶴 ,鼠な

どが道を構切ることは凶兆とされ, 古老 たちが見張-'ている｡槍を構えた新大たちが水牛を囲

み,最初にPomooが水牛に向かって槍を投げる｡次いで新大たちが次々に水牛に槍を投げ,Tl'

狩り斧で切裂 く｡水牛は猛然と暴れ,角を振って走 り廻る｡ やがて水 牛が弱ると足の腺を切っ

て動 けな くし,脊柱を斧で-一撃し,喉を切-,てllIlを流す()続いて参加者が水牛に群がり,苗狩
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り斧をふるって解体を始める｡ 切取った肉は当人の所有に帰するとされ,解体はあっという間

に終ってしまう. 参知者は必ず両手を血で赤 く染めることが要求される｡ときには永年の角に

突かれたり,仲間の槍や斧で怪我をすることもあるが,この儀礼に参加しないと生肉を料理した

り,塩活け肉を作ったりすることができないという｡ これらは成人男性にのみ許される仕事で

ある｡ こうした水牛供蟻の方法はボントック珊8カ村,サガダ郡,イブガオ州北西部などでも実

修されている｡頭部を切り離したあと,この水牛の頭はJ･omooの家の中に藤で吊り下げられる｡

翌日から毎日1頭ずつ儀礼実修者が同じ方法で水牛を供犠する｡このときから成人男性も未

婚の若者も積極的に参加して肉の分配にあづかるのである｡

水牛を除いた家畜の供蟻ではいずれも血を流すことを忌み,放血する場合も大きな器に血を

受けているが,水牛の場合には山野に血を流すことがむしろ好まれる｡水牛供蟻が首狩りの戦

闘を象徴的に再現していることはいうまでもない｡同じ方法による水牛の供様は車葬儀礼にお

いて埋葬時にも実修される｡

dallaLeJ: 水牛供犠が終了した翌日は儀礼的祭日であるO このE=ま LenCaw ∫idalLateJ と呼

び,棚田に置いた樹木を居住区に運び込む｡この日の早期,樹木を男性集会所に運び,木の皮

を剥 ぐ｡ 長さ4メー トルほどの4本の高楼用の支柱は先端に縁の針葉を残しておくO 加工した

樹木を新夫婦の家の前に運び,高楼 (loltod)を立て,中間と最上部に床を作るoPomooはこの

樹木の加工に加わることができない ｡最上部の床には椀に入れた米酒,米飯などを供える｡中

間の床は水年の内を乾燥させるのに用いられる｡

リイド (REID 1961.p.9)に よれ ば,ギナアン村 でも同株の方法で水牛が供犠されるが

｢貧しく水牛が購入できない場合, 数家族で共同で水年を買うこともある｡ この場合には水 牛

は家の庭で豚と同様の方法で供犠され水牛の頭部を展示することもできない ｡こうした水牛は

lonPokと呼ばれ, 山野で供犠する水車 LoLoと区別される｣というOこの点からも,水牛の供機

の方法が豚の供機とは厳密に区分されているということができよう｡

kedkcdaTZg:kcdangは終 りの意である｡この日屋内に置かれていた水牛の頭部は家の人口の

横に立てた展示棚にすべて吊り下げられる｡ ムラ単位の祭宴はこの日で終る｡

2awid:翌日,新夫婦に親族関係を有する他村のひとびとに招待の使者 ?inawidが送られる.

ムラでは午後から,新夫婦の家の前で勇壮な儀礼的舞踊 (baLiwes)を行う｡Pomooの家から

始まり, 順次新夫婦の家を廻ってこの舞踊は夜を徹して続けられる｡

すでに述べたとおり,通婚関係にあるムラは潜在的な敵でもあり,とりわけ祭宴のときには

古い敵対関係が回想され,しばしば争いになることがあるという｡従って他村を訪問する側も

一一･･定の規律のもとに整然と行動しなければならない ｡

20linJimangili:この日村外から招待者がやってくるO 筆者がプルワン村に滞在中,戯初に

やってきたのは自動小銃で武装した州軍兵士の一団であった.かれらは夜を徹して実修される
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儀礼の問,ムラのあちこちに分散し警戒にあたっていた｡他村を坊間する場合,訪問する村の

領域に入る前に全員沢で水浴しなければならない｡疫病の原園となる汚れ (dcga)を洗い流す

のである｡ ムラの領域に入ると棚田でとどまり,ムラからの迎えを待つ｡ やがてムラから槍と

楯を持ったムラびとが訪問者の待つ所まで行き,唱え言をしたあと,双方の成人男性が一団と

なり,鋼鼓を打鳴らし,儀礼的舞踊を踊る｡ この舞踊の終る以前に屠住区に立入ることは許さ

れていない｡このあと訪問者はそれぞれ近 親 者 を訪ね共食する｡ 槍は訪問先の入口の横に立

て,帰るまで手を触れることができない｡食後,儀礼的舞踊に参加し,米酒を飲む｡舞踊は再

び夜を徹して続けられるO ムラは松明や炉の煙,舞踊が舞い上げる抄挨 りでかすみ,begna∫儀

礼の興奮と熱狂はこの日最高潮となる｡ 新夫婦の家の桟では4-5人の婦人が一団となり,壁

の臼を杵で突きながら頒歌を合唱する｡ 屋内では古老が米酒を飯みながら交 替で ∫abosabや,

daLimono と呼ぶ伝承を語 り続ける｡いずれも始祖たる若者が他村を訪ねて配偶者 を得 るまで

の英雄欝と諸儀礼の起源説話がその内容である｡ 翌 日,訪問者は肉の分配 (watwal)を受けて

帰村する｡

kaJabJab:翌日聖樹の森で豚を供犠する. 訪問者とともに村に入った悪霊や疫病を追払うた

め新夫婦の家で鵜を振りlnjしてから供犠する. この日は居住区内にとどまる｡

このあと,水牛の頭部の料理,高楼や頭部展示棚の解体などが順次行われるがこ こでは割愛

する｡約 1週間後,bakbakaJatと呼ぶ儀礼が実催される｡ この日の早朝,新夫たちがそれぞれ

山林に行き,松の枝を 3本伐って家に持ち帰り薪とする.夕方親を供犠 して新夫婦が共食する

が,この日から新夫は山仕事に従事することができるようになる｡

7apog: この儀礼は農耕儀礼における稲の成育儀礼と同じ名称であり,内容も類 似 してい

る｡但し稲の成育儀礼と異なり,棚田ではなく水牛を供犠 した山林に火種,鍋,鶴,塩漬けの

豚肉を運ぶO新夫婦はそこで炉を作り,鶏を供犠 して蓋で煮る｡天上神と死者霊に対 し水牛の

増殖を祈念するため, 萱を 2本切り, 先端に切込みを入れて親の羽根をはさみ, 炉 の横に立

てる.この萱は Mlongnong と呼ぶ.

同じ山林を場としながら,この場合はイニシエーション儀礼と異なり,焼 くのではなく,焼

いて煮る料理法が用いられ,かつ家の炉からとった火種によって料理される点で,山林が棚田

と同じ範噂に含まれていることが示されている. 1カ月後,イニシエーション儀礼と同じ儀礼

的遠征と漁扮 (begM∫∫idone)が実催される. 儀礼の過程はイニシエーション儀礼で述べたも

のと概略同じである｡この儀礼が終るとすべての儀礼的禁忌が解除され,新夫婦は日常の生業

活動を再開することができる｡但しPomooに対 しては村外への旅行の禁忌,家屋,棚田,穀倉

などの改築の焚忌などがこのあと 1年間続 くのである｡

d) 分析

婚姻儀礼において,生活空間,料理法,動物範噂などは次図のように区分されていると考え
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ることができる (図 6)0

境 界 ≧

料 地 法
(変換因子)

家 畜 !

野 生 動 物

植 物

変 換 因 子

通婚関係にある村 / 山 林 / 棚 ‖ /居 住 区 / 家 屋

･---････---･････-bawi･･･---- ･- ---･男性集会所,聖樹の森---高楼----･-･･･

･･---･･･････---･･･焼く････-焼いて煮る---･-･-- ･-!iiのものを煮る-･･-- --

水 牛 / 鶏 / 鶴,(豚),犬 / 豚

磨,鷲,錦蛇,百足/野鳥,?idcw,?akop/野鳥のl部 (paiongan),水蛇,鼠/噺蛎

ベンゲット松,野菜/伐り倒した樹木,棉/半分皮を剥いだ樹木/薪

婚 姻/水牛供犠/成育儀礼/儀礼的舞踊,共食と祭宴

図6 婚 姻 儀 礼

婚姻儀礼の前半部分はムラ単位の儀礼である｡ ムラ空間の分類は農耕儀礼やイニシエーショ

ン儀礼の場合と同様に山林/棚田/屠住区/家屋となっている｡婚姻儀礼の儀礼的 リーダー は炉

から移した火種を持って山林に行き,樹木の伐採を指揮することによって, 白ら内 (居住区)

と外 (山林)の範晴区分を解消し,他の参加者が外 (ll冊こ)で働 くことを可能にする｡いうま

でもな く, こうした範暗区分に対する背反は厳 しい内側-の滞留を課す禁忌 (?abig)一によって

償わなければならない｡

水牛供蟻において,新大は等 しく外側の動物すなわち水牛を儀礼的に殺害すること (このこ

と自体,首狩 りの再現であることはいうまでもない)に参加 しな くてはならないD水牛は山林

の動物でありながら, この日,他村との境界が封鎖されることにより,参加者のムラ空間の内

側に分類されるという二蒐性を帯びている｡ か くして家畜は,境界を山林と他村との問に置 く

ことによって水牛/梨,犬/豚 と区分され,この区分はLLt林/棚田 (男性集会所,聖樹の森)/居

住区というムラ空間の範噂区分と対応するのである｡ 境界の引かれ方,すなわち儀礼のコンテ

クス トに応 じて山林は外側の表象 とも,内側の表象ともされるのであり,7apoJ 儀 礼では山林

で鶏が焼いて煮 られ,7iJag儀礼では山林で蛙 や蟹が焼かれる｡ こうした偏?'･-:は境界をどこに

置 くかによって決まっているのであり, 水 牛供犠の場合,山林で料珊することはありえない｡

山林は儀礼的 リーダ-の家から運ばれた火種によって内側の存在であることが示されるが,同

時に棚田や居住区に対 しては外側の存在であることが強調されているのである｡

婚姻はムラの外の人間をムラの人間として迎えることであり,このようにして達成される自

己のムラ成員の増加は,山林で水牛を供犠すること (首狩 りを実修すること)によって追認さ

れるのである｡山林の松の木を用いて高楼を建てることはやはり外の存在を内側 に迎えること

を示 しており,半分だけ枝の乾を剥 ぐことで姉入着の両義的性格を示 している｡ このことが植

物の分類の基本的なモチーフである｡料理法および野牲動物の範鳴区分はイニシエーション儀

礼にみられる図式と共通 している｡次葦 で詳述するように,鶏や犬は榔 11や男性集会所で供犠

され,昼間尾敷地で供犠される豚 と山林で供犠 される水牛 という区分に対 して中間的,両義的
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な存在とされている｡ 儀礼の後半から婚^宥め親族を村外から迎えることによって象徴空間は

さらに拡大する｡町仁沌こ境界 (bawl, ma'Zatongan,?ato)や儀礼的封鎖印によって顕在化する境

酎 こ加えて,儀礼のコンテクス トに応 じて棚田や山林,通婚関係にあるムラなどの空間的諸範

鴫は両義性を帯び,料理法や禁忌の楳態もこれに応 じて異なって くるのである｡

Ⅴ 動物供蛾の民俗分類

すでに見てきたように,通過儀礼において種々の動物が象徴的な意 味を付与され,供犠や禁

忌の対象とされている｡とりわけ家畜を眺めると農耕儀礼では不分明であった空間区分との対

応の存在することが明らかである｡

すなわち,動物の成長段階による名称区分では,人間,親,豚,水牛,犬などが成長段階に

応じて6段階の区分が存在するのに対 し,演,野豚,野牛,大師蛎などにはこうした名称区分

がない｡棚田や沢に棲む蟹や巻貝には圧息地に対応した区分がある｡ かくして,成長段階,悼

別による区分のある動物 (人間,家畜):(屠住区)に対し,/Ji息地による区分のある動物 (棚

ill),種名だけでそれ以外の名称区分のない動物 (山林)という3区分U_)存在することが指摘さ

れた (合田 1977-a.)Oしかしながら,通過儀礼では,象徴的に屠住区の内側の存在とされる

家畜 が 種 類 によって居住区以外の棚田や男性妹会所,あるいは山林でさまざまな方法で供犠

され,料理されることが指摘される｡ このことは,野珪動物に対して内側の存在とされる家畜

においても,相対的な内-外の再分類の存在することを示唆するものと考えることができる.

このことは,動物供蟻の名称区分,伝承や禁忌にも示されている｡ 以下に供犠される動物ごと

に家畜の再分類と空間分類の対応という観点から,上述の問題を検討してゆこう｡

a) 水牛

水牛は名称区分の上では他の家畜と区別されないが,農耕儀礼では供犠されない｡

水牛が供犠されるのは婚姻儀礼,葬送儀礼および和平交渉の際に実催される儀礼に限られて

いる｡ボントック族では,一般に水年は人間と比倫的に等しいものと考えられている｡ 動物に

関する民間説話で出現する人間の動物への変身欝のひとつに,水牛に変身した女性の話があ

る｡

説話によれば, 山林における水牛供蟻において,頭か ら水牛の血を浴びてしまった 男 が い

た｡水牛の血を頭から浴びると水牛に変身するといい,これを聞いた男の妹は男の代りに水牛

になることを望んだ｡妹は手織りの布を体に掛け,穐杵(baliga)を角o)ように頭にかざした｡

これらは水牛oj皮膚と裾 こなった｡彼女が持った機能 (ko/on)は水牛の胃となり,織機の綾取

り棒 (10bongan)は水牛oj足となった｡こうした理由で水牛は人間に似ているのであり,人間と

同株, 1度に 1匹しか仔を穐まないのであるという｡ 人間と水牛U澗 uj象徴的比倫関係を示す

事例は民間説話に限らない｡
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水牛の第 l子は belZag というが,この語は人間の初生児をも意味し,他の動物には適用され

ない｡また首狩りにおいて散を追跡することを toloiというが,この語は迷い牛を狩り立てる

ことをも意味している｡ この語は豚や鶏など他の家畜を追うことには用いられない ｡ さらに,

うちとけない,非社交的な人間と気質の荒い,人間に馴れない水牛とはともに7ili∫anと呼ばれ

る｡ 人間の男性器の大きさを示すとき,腕で比愉的に表現するが,この方法は水牛の大きさを

その角で示すときの表現方法と同じである｡ 以上の点から,ボントノク族に人間と水牛との象

徴的同定という観念の存在することが指摘される｡ 同時にこの永年が娩つかの点で他の家畜よ

り外側の存在とされていることも指摘されねばならない｡第 1に水牛は家畜でありながら山林

で飼育され,棚田で用役される点で他の家畜より外側の存在とされる｡waLwaLや tonedという

農耕儀礼では,その日は儀礼的祭日とされ,封鎖印を立てて内側にとどまることが必要とされ

る｡ この儀礼的祭日には幾つかの前兆が慎重に見守られる｡鷹や鷺など山林の野鳥が屠住区に

飛来したり,虹がかかったりすると儀礼的祭 日は破られる｡ 村外者がムラに立入ったり,ムラ

びとが外に行くことも禁忌とされ,死者が出るとやはり儀礼的祭日が破 られる｡ これらの禁忌

はすべて異なる空間的,象徴的範鳴問の移行の禁忌として…括される｡ ところが人間の出産と

ならんで,水牛の出産もまた禁忌に対する背反とみなされ,儀礼的祭日が破られるのである｡

婚姻儀礼のうち,baJaS儀礼という水牛を供犠する儀礼に3度参加することを,?aJam という

が,この語はまた野鳥を意味している｡baJa∫儀礼中,村外婚で配偶者がムラの外から来る場

合は水牛の頭を家の前の展示棚に展示するが,村内婚の場合は家の梁に吊り下げる｡屋内に水

牛の頭をとどめることを Pinasgok とといい,Pasgok は内にこもるの意味であるO 水牛を村外

で購入したり,水牛に仔が産まれると家屋内で期を供犠 し,持主は 内 側 に と じこもる禁忌

(7abig)に服さなくてはならない. こうした点に鑑み,水牛は他の家畜に比べより外 側 の存

荏,象徴的に山林に属するものということができよう｡ そうだとすれば,baJa∫儀礼にお いて

山林で水牛を槍や斧を用いて供犠することが首狩りの再現であり,水牛を供犠することはそれ

ゆえに,象徴的には外側の人間を倒すことを意味しているということができよう｡自然死した

ムラびとを埋葬するときも水牛が baJa∫と同株の方法で山林で供犠される｡首狩 りのあとに和

平会談を行う場合,やはり殺した側は水牛を提供し,この水牛を男性集会所で供犠するのであ

る｡首狩 りはムラの人間,農作物,家畜などの増殖をもたらすとされ,水牛供犠はすべてこの

増殖の観念と結合していると考えることができる｡ ムラびとの死は外部からの首狩りの攻撃と

同一視される一方,婚姻はムラの外の人間をムラびととして迎えるという点で,外部に対する

首狩りの攻撃と同一視されるのである｡

以上の点から,水牛を供犠することは象徴的な首狩り-外の人間を穀すことを意味すると考

えることが可能である｡ 供蟻の場はそれゆえに山野や男性集会所であり,供犠の方法は首狩り

の戦闘をなぞって実修されるのである｡ 但し水牛供犠では自己のムラと他村との境界が封鎖さ
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れ,その限りで水牛は他の野生動物,鷹, 鷲, 大姉軌 野豚, 鹿などに比べるとより内側の

存在-家畜の範暗に含まれる｡ このことは炉の火を山林に持ち込むこと, baJas儀 礼 複 合 中

の 2apoJ儀礼において山林に炉を作り,鶏を焼いて煮るなど,料理と火に関する規範によって

も示 されている.この点で山中の聖屋で蛙や蟹を焼 くイニシエーション儀礼と異なっている｡

首狩 りの遠征で敵の首を取るか,または 5度以上首狩 りの戦闘に参加した男性は胸に鷹の刺膏

(dakag)をすることが許され,勇者 (10led)と呼ばれるo

b) 犬

犬は家畜の中では最も空間的移行の著 しい動物である｡日常は居住区内に住み,飼主の家で

残飯をあさっているが,狩猟に際しては飼主とともに遠 く山野を旅する｡ この点からも犬が両

義的動物とみなされることが指摘されるが,さらに以下の点で犬の両義的性格が指摘される｡

犬が供犠されるのは棚田と居住区の中間的領域としての男性集会所に限られる (dawes)O家で

供犠 されるのはその家の若者が村外で抗争に会ったときに限られ,象徴的には首狩 りへの参加

とみなされる点で,家の内側でありながら外部世界とかかわっている｡ 家で犬を供犠する儀礼

は♪alisといい,♪aLisは 2種類のものを混ぜることを意味しているO犬の供蟻は男性のイニシ

エーション儀礼と規定される baltong儀礼に限られる｡ 犬の肉は焼いて凍るという料理法に限

られ,けっして塩演け肉にはされない｡犬の肉を食べると体を熱 くするといい,熱 くすること

はまた,イニシエーション儀礼において加入者が課される試練の状態をも意味している｡範晴

上,野生動物に対比してより内側の存在でありながら,山野-の遠征を行うという点で,イニ

シエーション儀礼を実修中の加入者との比暁が成立する｡

犬の歯を繋いだ頭飾りは sa7ong といい,イニシエーション儀礼において加入者の リーダー

が身につける｡この sa7ongは稲その他の作物が芽を出すことも意味しているo

富者 (kadangJan)の長男が最初に協同労働に加わって棚田や山林に行 くときも犬を男性集会

所で供犠する｡ この儀礼は ngongo と呼ばれ,同時に犬が吠えることを意味している. 犬の供

蟻は一般的に dawe∫というが,男性集会所で家畜を供犠する儀礼は鞠も豚もすべて dawc∫と呼

ばれる｡犬が供犠されるべき場で供犠される場合,他の家畜の供蟻も名称上は犬の供蟻とされ

るのである｡ 儀礼実修申,犬が道を横切ることは凶兆とされ,とりわけ葬列に犬が近づ くこと

は死者の近親者の死を招来すると信じられている｡ また夜間に犬が吠えることはムラに死人の

出る前兆と考えられている｡ かくして,家畜の中でも犬は象徴的に両義的な存在と考えられ,

空間の範晴上の変換とともに,人間の成長段階,生から死への変換を表象するということがで

きよう｡

C) 覗

鶏は巌 も-般的な動物供養の対象であり,山林,棚田,男性集会所,聖樹の森,屋内などム

ラの髄域のあらゆる場で供犠されるo 鶴はその鳴声で夜と昼とを媒介するばかりでなく,神話
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上,犬とともに川上と川下を媒介する (合田 1976.p.95)点でやはり両 義的な存在と考えるこ

とができる｡25) 期の供犠は一-･･般に mallmanOk(manok:鶴) と総 称 される｡ とくに家屋内で親

を供犠することを ∫e71ga,昼間の親の供蟻を toblob, 日没頃に家で鶏を供犠する儀礼を kclang

という｡kelangujときに実修する唱え言は tongtongolと呼ばれ,日没頃に動物を供犠するのは

鶏に限られ,他の家畜は必ず日中に行われる｡ 邦を供犠する機会は非常に多 く,ここですべて

取 り上げるのは不可能だが,主要な儀礼を取 り 口ヂると次ojとおりである｡

(1) 農耕儀礼の諸段階で実修される｡

(2) 水牛を他村で購入 し,ムラの領域に運んだあと買主の家で日没 後 難 を供犠して共食す

る｡ こ0)儀礼は gonsodといい,同じ儀礼は仔牛の江性 後,および baya∫儀礼oj水牛供犠o)

あとに実修される｡

(3) 家族に病人が.津.たとき,垂医 (?oma?aplo∫)を招き鶏を供犠して死者親族に供え,家族で共

食する｡やはり日没後に実修するO 家の入｢ーtを開き,梯子をLl12附に架け,I牲l･_に米酒と邦

肉を供えて死者霊を招 く｡この儀礼は babaliという｡baliは転じる,紛らわすuJ意である｡

(4) すべての儀礼的祭日に境界の封鎖印を立てたあと聖樹の森で鶏を供蟻する｡このとき,

天上神 lomawigに安寧が祈念される｡

(5) すでに述べたとおり,イニシエーション儀礼と婚姻儀礼のときに鶏が供犠される｡

(6) 新 しく家を建てると古老が最初に儀礼的入居 (malonlon)を尖修するOこのとき,家の

中で難 が供犠される｡

(7) logiという痛如 ま出仕事や山仕事,交易などでムラの外に行った者が屠住区の外に自己

の霊魂を忘れてきたことに由来すると信じられている｡ 典型的には日射病の症状を示す｡こ

の病気を治療する儀礼は waliiといい,病人の家屋内に古老が集まり,一人が宏の入口で親

の足を待ち,外から内側に招き寄せる所作をする｡ 同様の所作はイニシエーション儀礼にお

いて山中の聖屋の霊魂を抗争を行った若者の家に招 く儀礼でも行われる｡また弔葬儀礼にお

いて死者を墓に運ぶとき親を持った者が先導 し,墓穴に向けてやはり鶏を投げこむ所作をす

る｡ この梨は供犠されない｡

(8)ムラぴとがムラの外に旅する場合,鵜を供犠して吉凶を h Jlけ る｡

か くして鵜の供蟻,あるいは鶏を使った儀礼は異なった範時間の移行,とりわけ霊魂の移行

を象徴しており,やはり親が両義的な存在であることを示 しているといえるだろう｡邦の供蟻

は空間的 (家屋以外の場所)または時間的 (口没時)に両義的性格を有 していな くてはならな

い O こU)ことは次に述べる豚U_)供蟻と対比したとき--一層 明確になる｡,

d) 豚

25)合田 涛 1976.｢ボントック･イゴロット族の方位観覚書｣『社会人類学年報 Vol.2』 弘文堂,pp.
79-104.
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豚の供蟻に対する∴姐的名称は存在 しないが,sangboは昼間家で実修するすべての豚供蟻の

総称であるO これに対し,夕方豚を供犠する儀礼の包括的名称は iongol といい, こ0)語は釣

を供犠するときo)唱え冨 Eongtongolと同 じ語幹を有 しているOいいかえると,夕方供犠され

る豚は豚でありながら範噛上は鶏とみなされているのである｡ このことは,男性集会所で供犠

された豚が名称上犬とみなされるのと同義であるOすなわち, 豚の供蟻は昼間,屋敷地で実修

されるU)が理念であり,その意味で他の家畜に比べ,より内側-家屋の存在ということができ

る｡屋敷地の外で実修する豚供犠の例は他に J･isikがある｡Pi∫ik儀礼は収穫直前に溜池や泉な

どの水机 旭で豚を供犠する儀礼だが,この家屋外での豚の供儀は,むしろ豚が他の家畜に比べ

てより内側の存在であることを明確に示 している｡ I,i∫ik 儀礼のときには居住区と棚田の間に

封鎖印が置かれ,ムラびとは店住区内にとどまっていなくてはならない｡

泉や滑池には 3人の古老が豚を担いで行 く｡儀礼実修者 (pomi∫ik)は農耕儀礼におけるkiEaw

(カカシを立てる)儀礼o_)実修者と同様,極 めて厳 しい移行oj禁忌 (?abig) に服するの で あ

る｡儀礼実修者は属住区を出発 して水場で豚を供犠 し,再び家に帰 るまで一言 も話をしてはい

けない｡通を犬や鵜,鼠や水蛇が横切ると凶兆とされる｡ 帰ると実修者の家の入口の両側にも

封鎖印を立て,屋内では実修者は米酒を飲んだあと禎ちに眠らな くてはならない ｡ 水場には炉

から移した火種を持って行って炉を作って豚を煮たが,この火は屋内の炉にもどし,この火を

翌日まで絶やさないようにしておく｡ 屋内に他者が1;/'.ち入ったり,家の前を横切ることも許さ

れず,生の野菜,lIl:.軋 貝類,どじょうなどを持込むことはとりわけ厳しい禁忌である｡ 儀礼

実修者はこのあと1週間はejH主区を出られないし,水浴もできず, l年間は儀礼的舞踊に参加

することができない｡か くして,本来,昼間屋敷地で供犠されるべき豚を居住区外で供犠する

ことは範鴫の混乱という意味で儀礼実修者にとって矧喚な行動とみなされ,両義的な動 ･植物

が禁忌とされるのである｡ ?abig はこの意 味で儀礼実 修者を範噛上内側にとどめておくための

あらゆる禁忌を意味しているのである｡

豚が屋敷地外で供犠されるもう一つの儀礼は砂糖黍の搾汁儀礼 dawisである｡この儀礼は水

井の疫病が流行 したときにも実修される｡ 男性集会所で豚を供犠するが,犬を代りに使用する

こともできる｡dawisは直火で焼 くことを意 味しており,去封札 尻敷地で豚を供 犠する ∫angbo

儀礼と別の縄鴫に屈することが明示されている｡ 死者の霊魂は死体埋葬後15日を経て死者の宏

を離れるという｡ このとき屋敷地で豚を供犠する Peksiw 儀礼が実修される｡ この譜は方向を

変える,そらせるu_)意である｡特に<夕方>実修 しなくてはならないこの儀礼もまた sangbo儀

礼の範嶋には含まれないo死者J,闘まこの儀礼によって屠住区を離れ山に行 くとされ,やはり店

住区から外に山ることで Pisik儀礼と同様の性格を持っている.

か くして豚は理念的には左室蘭 ,屋敷地で供犠されるのが一般的であり,この範嶋から外れる

儀裾 i<タカニ>,め/7,い･悠<冊 jJJl(lL也U)外側>で尖修され,掬や犬と代替 可能である｡水源など
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明らかに居住区の外側に出て豚を供犠する場合,儀礼実修者は象徴的に<内側>にとどまるた

めの厳 しい禁忌を課せ られるのである｡

以上の考察から, 家畜は他の野庄動物に比べより内側の存在であるが, 家畜の中でも水牛/

犬,鶴/豚という区分があり山林/棚田/屠住区の区分,焼 く/焼いて煮る/塩 漬けにしてから 日

に乾 して煮るという料理法の区分とも対応しているということができよう｡ 人間の成長段階に

対応する範晴上の変換は,これらの動物を象徴的に使用することで表象されているということ

ができる｡

ⅤⅠ終 り に

ボントンク族は北ルソン山地に居住する原マレー系の棚田耕作民である.

周知のとおり,ボントック族は首狩 り,動物供蟻,棚田耕作,勲功祭宴,石組みを施した男

性集会所などの文化的諸特徴を保持 しており,いわゆる巨石文化oj影徳を受けているというこ

とができる｡

本稿は主としてマウンテン州ボントック族の通過儀礼,特にイニシエーション儀礼と婚姻儀

礼を取 り上げ,儀礼の様態を報告するとともに,儀礼の過程を基底的な世界の分類 体 系 のパ

ロー ルと把握し,諸儀礼の構造論的分析を試みた.26)

筆者はかつてボントック族の農耕儀礼の構造論的分析から,生活空間,料理法,動物範噂な

どの分類体系相互の比喰関係を図 4のように抽出しておいた｡

本稿で扱った通過儀礼の構造分析は幾つかの点で図4とは異なった点を示している｡イニシ

エーション儀礼に顕現する象徴体系は図 5,婚姻儀礼に見 られる象徴体系は図 6のように整理

することができた｡これらの図式を比較し,偏差を整理すると以下のように要約することがで

きる｡すなわち,

(1) 農耕儀礼では儀礼の場-象徴的空間領域がムラの領域内にとどまっているが通過儀礼で

は自己のムラを超えて拡大している｡ 但 し基本的には本来連続的な地理的空間を諸範噂に分

類し,相対的な内と外の区分がなされている点で共通している｡ 境界とは別に,分類された

生活空間の各範噂がコンテクス トに応じて両義的空間とされることもある｡

(2) 農耕儀礼では儀礼的に,また名称区分の上からも内側の存在とされた家畜が,豚/鶴,犬

/水牛と再分類され,この分類は家屋/棚田,男性集会所/山林という生活空間の分類と対応

26)ボントック語の習得,確認には以下の辞典がたいへん役に立ったo CLAPP,W.C.1908.AVocabularyof

theBonfocIgoroLIJanguagCaSSPokenbytheBontoclgoTDt. BureauofScience,EthnologyPubli･

cation5,Manila･ W ATERMAN,M･P.1932･AStudyofthelgorotLanguageasSpokenbLylheBonloc

lgorol.Manila,BureauofPrintlng･ REID,LA.1976.Bontoc-EnglishDz.cLl'onary.PacificLing･
uisticsSeriesC-N0.36,TheAustralianNationalUniverslty.

ボントック語の表記は RETD,LAl1963."PhonologyofCentralBontoc,"Joumalof thePoIJneSt'an

SocietJ,72-I,pp.2ト26に従った｡
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しているO こうした衣畜uj西分湖は自己のムラと他村との境非を封鎖 し, 自己のムラ空間を

相対的に内側と規定 したのちに鋸在化されるという点で,鷹耕儀礼に顕現する分知体系と矛

盾するもo)では机 ､｡ ボン トノク族はコンテクス トに応 じて内 ･外U)境界をどこに置 くかを

変えていることがこうした操作を可能にするJl銅 tであるOまた同時に二つ以 上の境界を助在

化させることも少な くない｡農耕儀礼では内側の存在とされた人間も,成長過程に応 じてよ

り広い空問的移行を余儀な くされるO首狩 りの遠征,交易,適姫などが移行U)動機であり,

こうした移行は儀礼によって文化的な変換として秩序づけられるU)である｡､

(3) 多様な諸儀礼において分類された各卿 まシンボルとして象徴的意味を損うことになる｡

附し,あるシンボルが損う意味は多義的であり,かつまたそuj多義裾 ま ･JJiiu)隈鋸を持って

いるということができるり上述U)偏差 にもかかわ らず,ボン トック旋o)儀礼休糸はJEE底的な

分鮒 札愚考によ-,て秩序づけられ,かかる象徴的秩序は, 日甘生活U_)あら頼 る帖 二伝統的な

規昭として息 .哉され,ひとびとU)行動を規制 しているということができる｡隣村,lJL 訪 侶｣する

にもムラびとは出発から帰村まで-Jjtu)行動上C/)規,'拙 こ服する,Jどこで休息 し,どこで水浴

するかも決まっているし,朗や帖U)鳴声,飛報,犬や劫や蛇や百足U)行動U)すべてが種々の

前兆とされ,注意深 く観察されるC/_)である｡

儀礼の過程はこうした貌徴的秩序をとりわけ厳韓汗こ適用 し,上述uj分相された諸項を-弓蓮の

ドラマとして連続的に結合することで構成されている｡ それでは儀礼的コンテクス トによって

異なった ドラマの構成される理由はどU)ように理紳されるujであろうかO第 1に指摘されねば

ならないのは,儀礼が範晴間の変換を表象すること,および儀礼によってこ0)変換U)拙 文や方

向に差異の存することである｡

稲は成長段階にじて種籾,苗,稲と変換 し,刈入れ,脱穀,料理などによって稲束,莱,栄

飯などC/).渚範噂に変換する｡同時に稲は空間的にも諸範鴫を移行する.しかし空間的変換は家

堤,穀倉,棚凹などに限られている点でその変換の範囲は人間より遥かに狭いといえよう｡ 他

方, 人間は自己刷冊 :_した家屋から敵のムラまで,成長段階に応 じて多様な租晴上の変換を達

成する｡

イニシエーション儀礼は象徴l伽 こ首狩 りo)遠征に参加し敵を倒すことを意 味しており,儀礼

上はこれが儀礼的漁扮,儀礼的戦闘,儀礼的遠征として表現されるのである｡これに対 して婚
姻儀礼は須徴的に軌のムラCJ)住蟻を自己o)ムラ0)成員として迎えることを意味しているo前者

が甘狩 りによって比愉的に自己C/)ムラ0)成員を増加させるとすれば,後者は婚姻によって自己

a)ムラの成員を増や し,こU)増殖を水牛供蟻,すなわち比暁的に敵U)ムラの人間を減ずること

で確実むもo)とする｡

従-)てこujJ両者は鏡像閲係にあり,その内容-増 殖 観 念 は共通 しているということができ

P
I.r) (A)
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範時間の変換の程度において人問 と不和 )lLl問 にイ損崖するのが動物, とりわけ家畜である0人

間,動物,稲という二つの杜物上U)レベルにおいて穐鴫の変換を速成するのは殺鴇:(首狩 り,

供蟻,稲×申〕)と料理 (焼 くこと,焼いて煮 ること, 日に 卜して煮 ること)である｡炉から移

される火種は料理ujシンボルとして.出現 し,山林や棚 榔 こ運ばれた火はこれ らU)鋤 鍋 ミそ0)堤

合だけ内側 (屠住 区) と等 しい もC/)とみなされることを示 している｡山林 ･棚田 ･)..棚 三区とい

う範晴上ujEjと_分が雛消 され,両杯や棚 田が 's義仲を帯びるためには, こうした文化的な操作を

必要とするU)である｡)

か くして供犠 と料理は人間と稲の領鴫 卜の変換を象徴する変換因子として通過儀礼と農耕儀

礼C/)双方に主要な構成要素として出現 している｡

シンボ ル0)多義性は!口 舌 空間U)諸縄嶋ばかりでな く,供犠獣U)意味にもあ らわれている｡ユ

ベー ルとモース (HUT"IRT良 MAUSS1964. pp.19-20) も指摘するように,供犠 される動物は

]1抽 Jか ら一一---･定の宗教的性格を持つU)ではない｡27) それは倶犠における供犠実修者,供犠の場,

供犠 U)時期などU)さまざまな要件を含んだ環境によって決まるujであるO

ボン トック板における動物供犠oj民俗分類はこujことを紬 榔 こ示 している｡

ボン トック板では豚は昼間屋敷地で,鶏は夕方家屋で供犠されるもo)とされ,夕方供犠 され

る豚は鶏と,また男性集会所で供犠 される邦や豚は名称上,犬と等 しい ものと考えられている｡

従って基本的な生活空間と家畜の範鴫区分は, 供犠獣が IHOjうちどの時期に,いかなる場所

で,いかなる方法で供犠 され料理されるかによって象徴的意味が異なるという多義性を有 して

いるのである｡

しかしこうした意味の拡大は無制限に行われるのではない｡ 意味の拡大は種々の禁忌や名称

上の操作 によって修正 されねばな らない｡いいかえれば,シンボルにおける意味触域の拡大は

こうした操作によって初めで 可能 となるのである｡水源地における豚a)供蟻は供犠実修者に対

して厳 しい禁忌を課すことで初めて 可能 となっている.同棟 C/)例が初穂儀礼実修者や婚姻儀礼

の儀礼的 リーダーにも見出される｡鶴鴫区分ojパロールと把握 された諸儀礼は多くの偏差を示

しなが ら,基底的な分類体系と限 られた変換囚予によって秩序づけられているU)である.

このように農耕儀礼や通過儀礼に共通の分類体系が柚出されるならば,われわれはもはや農

耕儀礼や通過儀礼といった燦味な用語に依拠する必要を全く特たなくなるのである｡
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とも記 しておきたいと思います(｡

京都大学で行われた艮族学会月例研究恕談会では本稿(ノ)概要を発表する機会を得,石井光雄

京都 入 学 東南 ア ジア 研究セ ンタ-教授を始め多 くC/)方々か ら有益な コメン トをいただきまし
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